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子どもからお年寄りまでみんな笑顔になる
人にやさしいまちの情報誌

P u b l i c  R e l a t i o n s   N o . 1 8 8 1

2014
Aug.8月号

人

が元気  町が元気  ファイン早島早島町健康づくり
推進運動

地域で高齢者を支える仕組みをつくります
始めます！ 地域包括ケアシステム

団塊の世代が全て75歳となる2025年（平成37年）には

75歳以上が全人口の18%に

（出典）総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）　出生中位・死亡中位推計」（各年10月1日現在人口）
（注）％の値は少数第１位を端数処理しているため、全体が100％とならない場合があります。

 

75歳～ 
　597（5%）  

65～74歳  
　892（7%） 

20～64歳    
　7,590（61%） 

～19歳     
　3,249（26%） 

75 

65 

歳 

 
 
  

    
万人

50 100 150 200 250０
万人

50 100 150 200 250０

20 

            
 
 万人

50 100 150 200 250０
万人

50 100 150 200 250０

1990年（実績）
平成2年

2013年（実績）
平成25年

2025年
平成37年

2060年
平成72年

総人口
　1億2,361万人 

総人口
　1億2,730万人 

総人口
　1億2,066万人 

総人口
　8,674万人 

75歳～ 
　1,560（12%） 

65～74歳  
　1,630（13%） 

20～64歳    
　7,296（57%） 

～19歳     
　2,244（18%） 

75歳～ 
　2,179（18%） 

65～74歳  
　1,479（12%） 

20～64歳    
　6,559（54%） 

～19歳     
　1,849（15%） 

75歳～ 
　2,336（27%） 

65～74歳  
　1,128（13%） 

20～64歳    
　4,105（47%） 

～19歳     
　1,104（13%） 

団塊世代
（1947～49年生まれ） 

団塊世代
（1947～49年生まれ） 

団塊ジュニア世代 
（1971～74年生まれ）

特　集　　○地域包括ケアシステムの構築に向けて
　　　　○健康づくりは健診（検診）から
　　　　　特定健診・がん検診を受けましょう！



　
わ
が
国
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
昨
年
９
月

に
３
，１
８
０
万
人
（
高
齢
化
率
25
．0
％
）

に
達
し
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
層
は
さ
ら
に

増
加
し
、
国
民
の
医
療
や
介
護
の
需
要
は
今

後
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
団
塊
の

世
代
（
約
800
万
人
）
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
を
目
途
に
、
高

齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、地
域
の
包
括
的
な
支
援・サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）

の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、
重
度
な

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
の
５
要
素
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
、
２
つ
の
大
き
な
課
題

は
「
認
知
症
対
策
」
と
「
在
宅

医
療
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、
保
険

者
で
あ
る
町
が
中
心
と
な
っ

て
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性

に
基
づ
き
、
ま
た
特
性
に
応
じ

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
人
口
は
１
２
，０
０
０

人
余
。
ま
さ
に
日
本
全
体
の

１
万
分
の
１
の
縮
図
で
あ
り
、

介
護
、
保
健
、
福
祉
を
き
め
細

か
く
適
切
に
提
供
で
き
る
適

度
な
行
政
範
囲
と
い
え
ま
す
。

認
知
症
の
患
者
は
町
内
に
500

人
弱
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
周
辺
症
状
（
暴
言
、暴
行
、

介
護
へ
の
抵
抗
、
徘
徊
、
昼
夜

逆
転
な
ど
）
を
抱
え
、
在
宅
で
困
惑
し
て
い

る
家
族
も
多
く
い
る
は
ず
で
す
。

　
ま
た
近
年
、
病
気
で
入
院
し
て
も
早
期
に

退
院
を
促
さ
れ
、
自
宅
で
医
療
と
介
護
の
両

方
を
受
け
る
高
齢
者
が
急
増
し
て
い
る
事
実

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
で
は
、
木
村
医
院

院
長　
木
村　
丹
氏
を
会
長
に
包
括
ケ
ア
懇
話

会
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、医
師
、歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、訪
問
看
護
師
、介
護
士
、民
生
委
員
、

警
察
官
、
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
、
行
政
職
な
ど

20
名
の
委
員
で
構
成
）
を
今
年
１
月
に
立
ち

上
げ
、「
医
療
・
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
で

き
る
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地域包括ケアシステムの
構築に向けて

病んでも、介護が必要になっても、
最期まで住み慣れた早島町で生活できるように！

6 月 4 日、医療・介護職などの研修会「地域包括ケアシステム構築にむけて」で意見を述べる木村　丹会長

本人・家族の選択と心構え
すまいとすまい方

生活支援・福祉サービス

介護・リハビリ
テーション

保健・予防
医療・看護

▶
出
典　
平
成
25
年
３
月　
地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会

報
告
書
か
ら
抜
粋
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特集 地域包括ケアシステムの構築に向けて

日時

地域包括ケアシステムの姿

いつまでも元気に暮らすために･･･
生活支援・介護予防

住まい

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPOなど

通院・入院 通所・入所

日常の医療
・かかりつけ医
・地域の
　連携病院

病気になったら

医療

・急性期病院
・亜急性期・回復期
　リハビリ病院

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー ※地域包括ケアシステムは、おおむね

30分以内で必要なサービスが提供で
きる日常生活圏域（具体的には中学
校区）を単位として想定しています。

相談業務やサービスの
コーディネートを
行います。

認知症の人

介護が必要になったら

介護

●施設・居住系
　サービス

●在宅系
　サービス

●介護予防
　サービス

・自宅
・サービス付き
　高齢者向け
　住宅など

場所
町民総合会館
ゆるびの舎  文化ホール

在宅医療・介護の推進講演会・シンポジウム
にご参加ください

　在宅医療推進にいち早く取り組んでいる（社）御津医師会　前会長森脇　和久氏を講師に招き、本人・
家族にとってよりよい医療・介護の受け方、在宅医療の意義を講話いただきます。
　また、シンポジウムでは、看護師・ヘルパー・ケアマネジャー・家族の立場からそれぞれ、事例
を通して在宅で過ごしたことで、自分らしい生活を送れた人々の話を伺います。

　     8月27日（水） 13：30 〜 15：30　　

  基 調 講 演 「いつまでも住み慣れた我が家で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　過ごしたい」
  講師　森脇　和久  氏（（社）御津医師会　前会長）

 シンポジウム 「在宅での療養、看護、介護について」
   コーディネーター 木村　　丹  氏（早島町包括ケア懇話会　会長）
   シンポジスト 玉谷　弘美  氏（訪問看護ステーション絆）
    佐藤　健志  氏（創心会居宅介護支援事業所）
    渡辺　厚子  氏（早島町ヘルパーステーション）
    山崎　濱子  氏（看取り体験者）

参加費：無料※参加は8月20日（水）までに電話で申し込みください。

問・■申　地域包括支援センター　（☎４８２・２４３２）
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健康づくりは健診（検診）から
特定健診・がん検診を受けましょう！

　集団けんしんでは、平成26年度から国民健康保険加入者の
特定健診と後期高齢者健診が無料になります。

　1981年以来がんは日本人の死亡原因の
第１位です。
　2010年にがんで亡くなった日本人は約
35万人で、国民の３人に１人ががんで亡く
なり、２人に１人ががんにかかり、がんは国
民病のひとつになりました。

　メタボリックシンドロームは、がん
と同様に、食べ過ぎや運動不足など生
活習慣の積み重ねが原因となって起
こるため、生活習慣の改善によって、
予防・改善できます。
　年に１回は検診を受けて自分の健
康は自分で守りましょう。

　がんは生活習慣病・生活環境の見直しにより予
防できることがわかってきました。
　また、早期発見・早期治療を徹底すれば、約半数
は完全に治癒する時代を迎えています。
　それらを合わせると、がんで亡くなる人の70％以
上はがん検診を受けることで防ぐことができると
もいわれています。

  ◎町の指定した医療機関で受診する

 個別けんしん
実施期間　12月 31日（水）まで

　実施医療機関は広報
６月号折込チラシまた
は町ウェブサイトを
ご覧ください。

  ◎ゆるびの舎健康づくりセンターで受診する

 集団けんしん
○特定健診・後期高齢者健診・胃がん・肺がん
　前立線がん・大腸がん検診など
　実施期間　９月２日（火）～６日（土）
　　　　　　９月８日（月）・９日（火）
○子宮頸がん・乳がん（視触診・マンモグラフィ）検診
　実施期間　 ９ 月 ２ 日（火）・９ 日（火）
　　　　　　10 月  ６ 日（月）・10 日（金）
　　　　 　  11 月 18 日（火）・28 日（金）
　　　　 　  12 月 15 日（月）

　メタボリックシンド
ロームは、内臓脂肪型肥
満を共通の要因として高
血糖、脂質異常、高血圧が
引き起こされる状態で、
それぞれが重複した場合
は命にかかわる病気を招
くこともあります。
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特集 —  健康づくりは健診（検診）から　特定健診・がん検診を受けましょう！

●平成25年度　各種がん検診の受診者数
検診の種類 受診者数 受診率

胃 が ん 検 診 728人 20.6％
大 腸 が ん 検 診 1,016人 28.7％
肺 が ん 検 診 963人 27.2％
子 宮 が ん 検 診 624人 23.5％
乳 が ん 検 診 641人 25.7％

●受診費用の一部補助
　下記の検診については、人間ドックなどを受けた人へ受診費用の一部を補助します。
　○対象となる検診　子宮頸がん検診／乳がん検診（視触診・マンモグラフィ）
　○対象者　受診日に町内に住所を有し、次の（1）（2）いずれかに該当する女性
　　　　　　ただし、町が行う集団及び個別検診を当該年度に受診する人、職場などで費用負担を受けている人、保険診

療として受診する人は補助の対象になりません。
　（1） 平成26年4月20日現在、町内に住所があり、前年度に子宮頸がん検診では20歳、乳がん検診では40歳の人

対　　　象　 生年月日
子宮頸がん検診（20歳） 平成 5 年 4 月 2 日〜平成 6 年 4 月 1 日
乳 が ん 検 診（40歳） 昭和48年 4 月 2 日〜昭和49年 4 月 1 日

　（2） 平成21年度から平成24年度に町が発行した子宮頸がん検診及び乳がん検診の検診費用が無料となるクーポン券の
配布を受けたものの、無料クーポン券を利用して検診を受けなかった人

対象 生年月日

子宮頸がん検診無料クーポン券未利用者

昭和63年 4 月 2 日〜平成 4 年 4 月 1 日

昭和58年 4 月 2 日〜昭和62年 4 月 1 日

昭和53年 4 月 2 日〜昭和57年 4 月 1 日

昭和48年 4 月 2 日〜昭和52年 4 月 1 日

乳がん検診無料クーポン券未利用者

昭和43年 4 月 2 日〜昭和47年 4 月 1 日

昭和38年 4 月 2 日〜昭和42年 4 月 1 日

昭和33年 4 月 2 日〜昭和37年 4 月 1 日

昭和28年 4 月 2 日〜昭和32年 4 月 1 日
○補助対象となる人間ドックなどの受診は、毎年4月1日から翌年3月31日までに1回で、補助額は上限3,000円です。
○申請に必要なもの　①内訳の分かる領収書　②検診結果の写し　③平成26年度版無料クーポン券　④印鑑

●健康増進計画　「健康はつらつ早島21」を策定します。
　　町では本年度、健康で自立した生活ができる期間である「健康寿命」の延伸を図り、町で暮らす全ての人が健康で心

豊かに生活できるまちの実現を目指した健康づくり計画「健康はつらつ早島21」を策定します。
　　そこで、町民の皆さんの中から無作為に2,000人の人を抽出して、8月に「健康づくりアンケート」を行い、計画に反

映したいと思います。
　　お手元に「健康づくりアンケート」が届いた人はぜひアンケート調査にご協力をお願いします。

問　福祉課（☎４８２・２４８３）

がん検診で毎年数人の人が早期でがんを発見できています。
疾病の早期発見・治療に努め、健康寿命を延伸し健康づくり運動を推進していきましょう。
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特集 —  健康づくりは健診（検診）から　特定健診・がん検診を受けましょう！

高齢者の健康づくりのために

　高齢者の健康づくりのために、
介護予防としてその状態に応じ　

「生き生き体操教室」（参加実人数
89人、延人数2,530人）や「おたっ
しゃ教室」（参加実人数42人　延
人数860人）を開催し、介護予防
に資する取り組みとなりました。

町民の健康意識を喚起

　「健康寿命の延伸」や「生活習
慣病の予防」に対する町民の健康
意識を喚起するため、シンボル
マークやキャッチコピーの募集、
昨年11月２日に健康づくり推進

大会を開催し、養老　孟司氏の講
演では約420人が来場するなど健
康への関心がとても高いことが伺
えました。

愛育委員や栄養委員と協力して

　愛育委員や栄養委員と協力し、
食生活の改善や各種けんしんの受
診率の向上に努めました。

トレーニングルームでは

　平成25年度を健康づくり元年
として、町では様々な健康づくり
事業を推進してきました。トレー
ニングルームは、時間延長や利用
料の見直し、スタッフの配置など
をおこない、平成24年度では延
1,481人の利用がありましたが、
平成25年度では延9,870人と多
くの人が利用するなど、健康づく
りに積極的に活用されました。

ラジオ体操の普及では

　ラジオ体操の普及では、ラジオ
体操講習会の開催やグループへの
CDの貸与などを実施しました。
７月31日に開催した夏季巡回ラ
ジオ体操会では　約1,400人もの
人が参加するなど大盛況となりま
した。その他、健康ウォーキング
を年２回開催し、合わせて約110
人が参加し、健脚を競いました。

養老氏の講演会に列をなして開場を待つ人々

健康づくり
推進運動の
実施状況

平成25年度
　平成26年度も引き続き、さまざまな健康づくり推進運動を行
いますので、積極的に参加いただき、ご自身の健康づくりに役
立ててください。

問　福祉課（☎４８２・２４８３）
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「 臨 時 福 祉 給 付 金 」
「子育て世帯臨時特例給付金」の

申請を受け付けています！
　消費税が本年度４月から８%に引き上げられたことに伴

い、所得の低い人や子育て世帯への負担を緩和するための

暫定的、臨時的な措置として給付金を支給します。

　この給付金は、原則として平成26年１月１日時点で住民

票のある市区町村への申請が必要になります。町では次のと

おり予定しています。

◆申請期間……10月31日（金）まで（消印有効）
◆申請方法……郵送または福祉課の窓口
◆給付金の支給…８月以降を予定しています。

 「臨時福祉給付金」について
　平成26年度町民税非課税の人に申請書を送付して
いますので、町民税が課税されている人に扶養されて
いる人など、支給対象外になる場合もあります。

◆対象者　　　
　①平成26年１月１日時点で町に住民票がある人
　②平成26年度の住民税が課税されていない人
※本人が非課税であっても、課税されている人に扶養されてい

る場合や生活保護の受給者は対象になりません。
※未申告で課税資料がないため町民税非課税となっている場合

は対象外となりますので、所得の申告をしてください。
※平成26年１月２日以降に町外から転入した人は、平成26年

１月１日に住民票があった市町村へ申請してください。

◆支給額　１人につき　１万円
　次の加算対象者は１人につき５千円加算
　○老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金など
の受給者（平成26年３月分の受給権があり、４
月分または５月分の年金が支給された人）

　○児童扶養手当・特別障害者手当などの受給者（平
成26年１月分の手当などを受給している人）

 「子育て世帯臨時特例給付金」について
　対象見込みの人に申請書を送付しています。　

◆対象児童
　①平成26年１月１日時点で町に住民票がある人　　　
　②平成26年１月分の児童手当・特例給付を受給し

ている人で平成25年中の所得が児童手当の所得
制限限度額未満の人

※臨時福祉給付金の対象となっている場合や生活保護の受給者
となっている児童は対象になりません。

※平成26年１月２日以降に町外から転入した人は、平成26年
１月１日に住民票があった市区町村へ申請してください。

※公務員の人で、児童手当を所属先から受給している人は、職場
から交付される申請書及び証明書を使って申請してください。

◆支給額　対象児童１人につき　１万円
◎振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意ください
　自宅や職場などに町職員の名を騙る電話や郵便物が
あれば、迷わず警察署や町役場へご連絡ください。

　問　【申請方法について】
　　　福祉課 （☎４８２・２４８３）
　　　〒701-0303　早島町前潟360- １
　　　【制度について】
　　　厚生労働省2つの給付金専用ダイヤル

　　　（☎０５７０・０３７・１９２）

TOPICS　「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」の申請を受け付けています！
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「
伝
統
の
技
」
と
「
現
代
の
美
」
を
世
界
へ
発
信
す

る
工
芸
美
術
。
日
本
を
代
表
す
る
工
芸
作
家
が
早
島
に

お
ら
れ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
。
そ
の
名
は

佐
々
木　
宏
子
さ
ん
（
若
宮
）。
佐
々
木
さ
ん
は
昭
和
56

年
に
若
宮
の
大
谷
荘
で
当
時
開
催
さ
れ
て
い
た
木
彫
講

座
を
受
講
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
自
然
を
彫
刻
で

刻
む
そ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
昭
和
56
年
頃
か
ら
独

学
で
勉
強
を
開
始
。

　
そ
の
後
の
活
躍
は
、
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
61
年
に
公
募
展
「
日
本
新
工
芸
展
」
に
初

出
品
で
初
入
選
。
こ
の
時
は
場
違
い
な
会
場
に
身
を
置

く
よ
う
に
感
じ
、
逃
げ
帰
り
た
い
心
境
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
続
け
て
昭
和
63
年
、平
成
元
年
と
「
日
本
新
工
芸
展
」

入
選
。
平
成
４
年
か
ら
「
亜
細
亜
現
代
美
術
展
」
を
基

盤
に
活
動
し
、以
後
奨
励
賞
、南
京
市
美
術
家
協
会
賞
、

理
事
長
賞
と
数
々
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
に
ス
ペ
イ
ン（
カ
ル
タ
ニ
ア
州
手
工
芸
局
）

を
は
じ
め
、
中
国
（
桂
林
市
文
化
局
長
賞
）、
平
成
17

年
に
は
タ
イ
王
室
の
シ
リ
キ
ッ
ト
王
妃
に
す
ず
り
箱
を

献
上
し
、
タ
イ
王
室
に
作
品
を
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、
東
京
都
美
術
館
を
中
心
に
作
品
を
発
表

し
、
文
部
大
臣
賞
奨
励
賞
、
亜
細
亜
大
賞
（
グ
ラ
ン
プ

リ
）、
北
村
西
望
賞
ほ
か
著
名
な
賞
を
数
々
受
賞
。
こ

の
た
び
は
国
際
公
募
亜
細
亜
現
代
美
術
展
第
50
回
記
念

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
自
宅
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
に
打
ち
込
み
、
自
分
で
拾

い
集
め
た
イ
チ
ョ
ウ
や
カ
エ
デ
な
ど
の
落
ち
葉
を
題
材

に
す
る
佐
々
木
さ
ん
。「
落
ち
葉
は
、
自
分
が
テ
ー
マ

と
す
る
自
然
回
帰
の
象
徴
。
こ
れ
か
ら
も
土
に
還
っ
て

い
く
葉
の
姿
を
刻
み
続
け
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま

す
。

佐々木宏子（号　雅）／平面彫刻

□雅彫主宰・公益社団
法人　亜細亜美術協
会理事・審査員

□（元）スペイン国立
プラド美術館財団会
員・タイ国立シラパ
コーン大学特設世界
芸術文化交流アカデ
ミー名誉教授

□「20世紀の日本女性」人生記録全集執筆

近年の活躍
2006年
□国際公募第42回亜細亜現代美術展南京市　
　美術家協会賞

　□第21回国民文化祭・山口2006出品
　□日中国際平和現代美術展出品
　　（中国蘇州革命博物館）
　□日露修好150周年記念国際芸術文化交

流大賞（サンクトペテルブルク市）
2008年
　□国際公募第44回　亜細亜現代美術展　

亜細亜大賞（グランプリ）
2010年
　□都道府県別代表作家
2011年
　□世界文化功労最高芸術大賞　工芸部門
　□国際公募　第47回亜細亜現代美術展　

北村 西望賞
2012年
　□フランス芸術最高勲章
　□日本美術家　評論家大賞　木彫部門　

TOPICS 　亜細亜現代美術展で大賞（グランプリ）数々の栄えある賞を受賞　佐々木宏子さん（若宮）の活躍

△タイ国王妃シリキット陛下　献上作品

亜細亜現代美術展で
大賞（グランプリ）

数々の栄えある賞を受賞

亜細亜現代美術展で
大賞（グランプリ）

数々の栄えある賞を受賞

佐々木宏子さん（若宮）の活躍
工芸作家
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早
島
に
か
つ
て
銅
山
が
あ
っ
た

幻
の
噂
島  

銅  

山

　
早
島
に
銅
山
が
か
つ
て
あ
っ
た
こ
と
を

皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？

　

早
島
周
辺
の
銅
山
と
い
え
ば
、
帯
江

銅
山
が
有
名
で
す
が
、
早
島
に
も
江
戸

時
代
、
金
田
の
丘
陵
地
に
銅
山
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
記
さ
れ

た
『
役
所
記
録
』
に
よ
る
と
「
元
禄
３
年

（
１
６
９
０
）吹
屋　
五
郎
と
い
う
も
の
が
、

銅
山
の
開
発
を
計
画
し
、
翌
年
の
春
か
ら

倅
の
九
郎
兵
衛
と
試
掘
を
始
め
た
」
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
時
、
銅
の
採
掘
が
い
つ
ま

で
行
わ
れ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
か
ら
170
年
を
経
た
安
政
７

年
（
１
８
６
０
）
松
山
領
原
村
の
虎

次
郎
か
ら
金
田
村
の
銅
山
再
興
の
願

い
が
出
さ
れ
た
が
地
元
の
反
対
に
合

い
、
計
画
は
頓
挫
し
た
と
の
記
録
も

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
に
な
る
と
、
早
島

の
北
部
丘
陵
地
一
帯
に
数
多
く
の
銅

の
試
掘
の
申
請
が
な
さ
れ
、
中
で
も
矢
尾

や
金
田
の
金
才
山
に
は
多
く
の
鉱
山
が
集

中
し
た
と
い
い
ま
す
。（『
早
島
の
歴
史

２
』）

  

噂
島
銅
山

　
こ
の
よ
う
に
、
早
島
に
も
多
く
の
鉱
山

が
あ
っ
た
こ
と
は
早
島
町
史
編
さ
ん
の
調

査
の
中
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
大
正
時
代
に
早
島
町
長
を
勤
め
た
河

合　
光
太
郎
さ
ん
の
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
資
料
に
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
「
噂
島
銅
山
」
に
関
す
る
資
料
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
資
料
は
、
明
治
29
年
と
30
年
の
２
年
間

で
、「
噂
島
鉱
山
実
測
図
」
や
「
火
薬
運

搬
許
可
証
」な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
噂
島
鉱
山
は
、
明
治
29

年
３
月
26
日
に
大
阪
鉱
山
監
督
署
か
ら
試

掘
の
許
可
を
得
て
、
試
掘
を
開
始
。
当

初
、
鉱
山
の
所
有
者
は
納
所　
勇
氏

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
30
年
の
６

月
ご
ろ
に
は
、
河
合　
永
三
氏
（
光

太
郎
の
父
）に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

鉱
夫
の
出
勤
簿
で
あ
る
「
入
番
帳
」

を
見
る
と
、
鉱
山
の
最
盛
期
は
30
年

の
７
月
で
20
人
の
鉱
夫
が
働
い
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
鉱
山
実
測
図
に
よ
る
と
鉱

区
は
噂
島
山
一
帯
に
及
び
、
４
本
の

坑
道
が
掘
ら
れ
最
も
深
い
と
こ
ろ
は

地
下
約
20
ｍ
あ
た
り
に
ま
で
達
し
、
一
部

鉱
脈
が
露
頭
し
て
い
た
場
所
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
噂
島
鉱
山
で
は
明
治
30
年
４
月
に
鉱
区

の
一
画
に
「
坑
業
用
火
薬
仮
貯
蔵
所
」
を

建
設
し
、
６
月
22
日
に
は
岡
山
の
銃
砲
火

薬
類
免
許
商
か
ら
火
薬
５
貫
目
、
導
火
縄

５
百
尺
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
675
匁
、
雷
管
百

個
を
購
入
し
、
仮
貯
蔵
所
へ
運
ん
だ
と
あ

り
ま
す
。

　
試
掘
の
期
間
は
、
許
可
の
日
か
ら
１
カ

年
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
30
年
の
３
月
に

は
試
掘
を
終
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

「
入
番
帳
」
は
30
年
の
12
月
ま
で
記
載
が

あ
り
、
試
掘
後
も
採
掘
が
続
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
今
回
の
資
料
で
は
、
こ
の

噂
島
鉱
山
が
い
つ
ま
で
操
業
を
続
け
、
ど

の
く
ら
い
の
量
を
産
出
し
て
い
た
の
か
、

操
業
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
、
町
営
住
宅
の
建
て
替

え
工
事
が
進
む
噂
島
の
地
に
か
つ
て
鉱
山

が
存
在
し
た
と
い
う
、
新
た
な
事
実
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
資
料
の
分
析
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
噂
島
鉱
山
に
関
す
る
情
報

や
資
料
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
何
か
ご
存

知
の
方
、
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
教
育

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
生
涯
学
習
課（

☎
４
８
２
・
１
５
１
１
）

▶噂島鉱山実測図
絵図下方に抗口や鉱脈露頭ヵ所
が見える。

▶
噂
島
鉱
山
入
番
表

小
学
校
の
生
徒
出
席
表
を
代
用
し
た
鉱
夫
の
出
勤

簿
「
私
立
噂
島
鉱
山
」
の
名
が
見
え
る
。

TOPICS　幻の噂島銅山
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同
窓
生
と
聞
く
と
あ
な
た
は
何
を
思
い
ま
す
か
。

な
つ
か
し
い
母
校
、
厳
し
く
も
温
か
い
担
任
、
給
食

で
食
べ
た
ク
ジ
ラ
の
竜
田
揚
げ
と
人
に
よ
っ
て
学
び

舎
で
の
思
い
出
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。

　
同
級
生
と
会
う
と
た
ち
ま
ち
遥
か
な
昔
へ
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
素
敵
な
お
知
ら
せ
。
昭
和
60
年

か
ら
毎
年
同
窓
生
で
集
い
、
旅
行
に
も
出
か
け
て
い

る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

　
午
巳
会
（
昭
和
16
年
４
月
２
日
～
昭
和
17
年
３
月

31
日
生
ま
れ
）の
皆
さ
ん
。
30
回
目
と
な
る
今
年
は
、

秋
に
九
州
新
幹
線
に
乗
っ
て
鹿
児
島
方
面
へ
の
旅
行

を
計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。毎
年
５
月
に
食
事
会
、

11
月
に
旅
行
と
決
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
幹
事
は

毎
年
生
年
月
日
順
に
３
人
ず
つ
担
当
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
発
起
人
は
、
佐
藤　
守
さ
ん
（
弁
才
天
）、
磯

山　
功
さ
ん
（
塩
津
）、
佐
藤　
寛
さ
ん
（
塩
地
）
の

皆
さ
ん
。
長
続
き
の
コ
ツ
は
、
気
負
わ
な
い
こ
と
と

か
。

　
町
で
は
、
我
が
町
の
応
援
団
を
増
や
し
、
定
住
促

進
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を
図
ろ
う
と
、「
我
が

学
び
舎
は
や
し
ま　
同
窓
会
応
援
事
業
」
を
７
月
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
ま
ち
の
応
援

団
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
窓
会
の
集
い
を

広
報
紙
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
写
真
と
原
稿
を
企
画

課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

昭和63年5月　この年は初夏に伊勢方面への旅行平成16年11月　記念すべき第20回目　紀伊勝浦へ

午巳会の
皆さんをご紹介します

うま　　  み

3 0年続く同窓会の集い3 0年続く同窓会の集い

写 真 で 見 る写 真 で 見 る
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問　
企
画
課　
（
☎
４
８
２
・
０
６
１
２
）　

　
幹
事
の
皆
さ
ん
、
町
は
今
後
の
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に

備
え
て
Ｕ
タ
ー
ン
定
住
な
ど
の
定
住
促
進
と
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
身

近
な
親
し
い
友
人
か
ら
の
呼
び
か
け
や
働
き
か
け
が
何
よ
り

も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
舞
台
と
な
る
の
が
同
窓
会
。
そ
こ
で
同
窓
会
の
場
で

町
の
定
住
施
策
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
本
町
の
行
政
情
報

の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
、
規
定
に
よ
り
同
窓
会
開

催
に
係
る
経
費
の
一
部
を
町
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
つ
く
ぼ
商

工
会
会
員
や
町
在
住
者
の
経
営
す
る
店
舗
な
ど
を
利
用
す
る

と
加
算
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
び
舎
を
同
じ
く
す
る
親
し
い
友
人
と
の
懇
親
の
な
か

で
、
定
住
施
策
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
情
報
を
話
題
に
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
同
窓
会
が
Ｕ
タ
ー
ン
定
住
や
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
よ
り
現
実
的
に
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な

り
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、
申
請
用
紙
な
ど
は
企
画
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

我
が
学
び
舎
は
や
し
ま

同
窓
会
応
援
事
業

〜
同
窓
会
開
催
の

　
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
〜

平成18年11月　桑名・伊良湖へ平成20年11月　天ノ橋立へ

◇
同
窓
会
と
は

○
町
内
の
小
学
校
及
び
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
を
対

象
と
し
て
開
催
さ
れ
る
同
窓
会

　
※
中
途
転
校
者
も
含
み
ま
す
。

　
※
同
学
年
や
同
じ
ク
ラ
ス
、
部
活
動
を
単
位
と
し
た
同
窓
会
を

い
い
ま
す
。

◇
助
成
の
対
象
と
な
る
同
窓
会

○
20
人
以
上
が
集
ま
る
同
窓
会
で
あ
る
こ
と
。

○
出
席
者
の
３
割
以
上
が
町
外
に
居
住
す
る
者
で
あ

る
こ
と
。

○
同
窓
会
で
町
か
ら
の
情
報
発
信
（
定
住
情
報
や
ふ

る
さ
と
納
税
寄
付
金
）
に
協
力
す
る
こ
と
。

◇
助
成
金
額

○
次
の
計
算
式
で
求
め
た
金
額
と
し
、
３
万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

　
（
同
一
の
同
窓
会
に
対
す
る
助
成
は
、
年
度
内
１

回
の
み
と
し
ま
す
）

　
計
算
式　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
×
１
，０
０
０
円

＋
町
外
に
住
所
を
有
す
る
人
×
２
，０
０
０
円

　
※
同
窓
会
に
係
る
経
費
が
上
記
計
算
式
で
求
め
た
額
に
満
た
な

い
場
合
は
、
係
っ
た
経
費
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

○
つ
く
ぼ
商
工
会
会
員
や
町
在
住
者
の
経
営
す
る
店

舗
な
ど
を
利
用
し
た
場
合
は
、
さ
ら
に
１
万
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
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８
月
日（
日
）は
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

投
票
日
及
び
場
所

投
票
日
時　
８
月
31
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
７
：
00
～
20
：
00

投
票
場
所　
早
島
小
学
校　
体
育
館

投
票
で
き
る
人　
左
記
の
（
１
）
～
（
３
）

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

（
１
）
住
所
要
件　

平
成
26
年
５
月
25
日

（
25
日
を
含
む
）
ま
で
に
町
で
住
民
票

が
作
成
さ
れ
引
き
続
き
町
内
に
在
住
の

人
（
２
）
年
齢
要
件　

平
成
６
年
９
月
１
日

（
１
日
を
含
む
）
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（
３
）
法
令
要
件　

選
挙
法
令
の
選
挙
権

を
有
し
な
い
者
に
該
当
し
な
い
人

持
参
す
る
も
の　
投
票
所
入
場
券（
ハ
ガ

キ
）

　
　

入
場
券
を
事
前
に
送
付
し
ま
す
が
、

届
い
て
い
な
い
人
・
紛
失
な
ど
し
た
人

は
、
投
票
所
入
口
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
ま
た
は
旅
行
な
ど

の
用
務
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
所
で
申
請
す
る
こ
と
で
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券

が
届
い
て
い
る
場
合
は
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
・
場
所

期　
間　
８
月
27
日
（
水
）
～

　
　
　
　
８
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
８
：
30
～
20
：
00

場　
所　

�

町
期
日
前
投
票
所（
町
役
場
２
階
）

不
在
者
投
票
な
ど

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
不
在
者
投
票
な

ど
を
利
用
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
１�

）岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し

た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院

（
所
）
中
の
人
は
、
そ
の
施
設
内
で
投

票
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、入
院（
所
）

施
設
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
２�

）仕
事
や
旅
行
で
期
日
前
投
票
期
間
中

も
町
に
不
在
の
人
は
、
あ
ら
か
じ
め

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を

滞
在
先
に
郵
送
す
る
請
求
（
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）
を
し
、
投
票
用

紙
受
領
後
に
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
そ
の
投
票
用
紙
を
持
参
す
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
３�

）
期
日
前
投
票
に
来
た
が
、そ
の
時
点

で
満
20
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
で
な
く
、
不
在
者
投
票

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
４�

）身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
選
挙

法
令
の
一
定
の
障
が
い
に
該
当
す
る

人
又
は
介
護
保
険
被
保
険
証
を
お
持

ち
で
要
介
護
状
態
区
分
が
〝
要
介
護

５
〟
の
人
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

で
申
請
手
続
き
を
し
、「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
と
自
宅

な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
入
し
郵
便
な

ど
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

��

そ
の
他
、
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
左

記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
４
８
２
・
０
６
１
１
）

「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
県
民
運
動
」
実
施
中

～
ゆ
っ
く
り
　
は
し
れ
ば
　
あ
な
た
を
　
ま
も
る
～

　
自
動
車
な
ど
の
車
両
は
便
利
な
乗
り
物

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意

で
、
重
大
な
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
、最
高
速
度
違
反（
ス

ピ
ー
ド
違
反
）
は
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り

易
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
制
限
速
度
を
守
り
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
し

て
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
安
全
な
速
度
で
運
転

◇
車
間
距
離
は
十
分
に

◇
夜
間
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
注
意

◇
カ
ー
ブ
で
は
必
ず
手
前
で
十
分
減
速

◇
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
十
分
確
認

◇
事
故
防
止
の
基
本
は
「
安
全
運
転
」

問　
総
務
課 （
☎
４
８
２
・
０
６
１
１
）

■ 交通事故発生件数
　町内　交通事故発生状況
　（平成26年1月1日～５月31日）

件数 死者 負傷者数

対前年比 対前年比 対前年比

53 △ 8 1 1 66 △ 11

衝撃力と速度
　速度が 2 倍になると衝突の衝撃力
は 4 倍に、時速 40km で衝突する
と衝撃力は時速 20km の 4 倍にも
なるのです。

時速20km

時速100km

時速40km

25倍

2倍

5倍

4倍

 2014. 8　HAYASHIMA 12



まちからのお知らせ ＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ Town Information

ユ
ー
ロ
円
債
１
億
円
が
月
日
に
早
期
償
還

　
町
で
は
、
基
金
の
一
部
を
ユ
ー
ロ
円
債

で
運
用
し
て
い
ま
す
。（
下
記
参
照
）

　

こ
の
う
ち
、
平
成
17
年
12
月
に
購
入

し
て
い
た
ド
イ
ツ
復
興
金
融
公
庫
の
債

券
１
億
円
が
、
６
カ
月
円
ラ
イ
ボ
ー
が

下
が
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
６

月
か
ら
利
子
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の

た
び
の
６
月
の
利
子
（
８
６
４
，９
９
０

円
）
を
加
え
ま
す
と
、
利
子
累
計
額
は

４
，
４
６
９
，５
３
０
円
と
な
り
、
ト
リ

ガ
ー
レ
ベ
ル
（
早
期
償
還
の
基
準
）
４
，

２
０
０
，０
０
０
円
に
達
し
ま
し
た
。

　
ユ
ー
ロ
円
債
は
、
利
子
の
累
計
が
ト
リ

ガ
ー
レ
ベ
ル
に
達
し
ま
す
と
償
還
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
６
月
11
日
に
ド
イ
ツ
復
興
金
融
公

庫
の
債
券
１
億
円
が
早
期
償
還
と
な
り
ま

し
た
。

��

な
お
、
７
月
１
日
現
在
の
６
カ
月
円
ラ

イ
ボ
ー
は
、
０
．１
７
８
５
７
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問　
出
納
室
（
☎
４
８
２
・
２
４
８
０
）

◇
ユ
ー
ロ
円
債
に
よ
る
運
用
総
額

　
　
　
　
　
12
億
円

◇
早
期
償
還
さ
れ
た
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
５
千
万
円

◇
ユ
ー
ロ
円
債
に
よ
る
利
子
総
額

　
　
　
　
　
６
７
，０
９
３
，９
０
５
円

消
費
税
率
改
正
に
伴
う
上
下
水
道
料
金
へ
の

新
税
率
適
用
は
７
月
検
針
分
か
ら
で
す

　

本
年
度
4
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が

5
％
か
ら
8
％
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
の
上
下
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
期
分（
７
月
検
針
分
）か
ら
新
税
率
８
％

が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
4
月
１
日
以
降
に
使
用
を
開
始

し
た
場
合
は
、
当
初
か
ら
新
税
率
適
用
の

料
金
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　
上
下
水
道
課（

☎
４
８
２
・
０
６
１
７
）

上下水道料金早見表（税込）
水量 水道料金 下水道料金 計 水量 水道料金 下水道料金 計

1 1,330 1,918 3,248 26 1,868 3,311 5,179 
2 1,330 1,935 3,265 27 1,958 3,446 5,404 
3 1,330 1,952 3,282 28 2,047 3,581 5,628 
4 1,330 1,969 3,299 29 2,137 3,716 5,853 
5 1,330 1,987 3,317 30 2,226 3,851 6,077 
6 1,330 2,004 3,334 31 2,316 3,986 6,302 
7 1,330 2,021 3,351 32 2,406 4,121 6,527 
8 1,330 2,039 3,369 33 2,495 4,256 6,751 
9 1,330 2,056 3,386 34 2,585 4,391 6,976 
10 1,330 2,073 3,403 35 2,675 4,526 7,201 
11 1,330 2,090 3,420 36 2,764 4,661 7,425 
12 1,330 2,108 3,438 37 2,854 4,796 7,650 
13 1,330 2,125 3,455 38 2,944 4,931 7,875 
14 1,330 2,142 3,472 39 3,033 5,066 8,099 
15 1,330 2,160 3,490 40 3,123 5,201 8,324 
16 1,330 2,177 3,507 41 3,213 5,389 8,602 
17 1,330 2,258 3,588 42 3,302 5,577 8,879 
18 1,330 2,339 3,669 43 3,392 5,765 9,157 
19 1,330 2,420 3,750 44 3,481 5,952 9,433 
20 1,330 2,501 3,831 45 3,571 6,140 9,711 
21 1,420 2,636 4,056 46 3,661 6,328 9,989 
22 1,509 2,771 4,280 47 3,750 6,516 10,266 
23 1,599 2,906 4,505 48 3,840 6,704 10,544 
24 1,689 3,041 4,730 49 3,930 6,892 10,822 
25 1,778 3,176 4,954 50 4,019 7,080 11,099 

※最低料金（水量0）として 上水（1,330）+下水（1,900）=3,230円 H26.4月~

平成26年7月25日現在

発行体 購入日 額面
（億円） 最終償還日 1年目

利率（%）
2年目以降
利率（%）

利子累計額
（円）

トリガーレベル
（円）

ドイツ復興金融公庫 平成17年11月17日 1.0 平成37年11月17日 2.20 前回利率+0.15-6 ヵ月
円ライボー×2 3,335,000 4,600,000

ドイツ復興金融公庫 平成17年12月 7 日 1.0 平成37年12月 7 日 2.30 前回利率+1.00-6 ヵ月
円ライボー×2 4,469,530 4,200,000

ノルウェー地方金融公社 平成17年12月21日 2.0 平成37年 9 月21日 3.15 前回利率+0.20-6 ヵ月
円ライボー×2 6,637,500 10,500,000 

ノルウェー地方金融公社 平成18年 2 月 2 日 1.0 平成38年 2 月 2 日 4.30 前回利率+0.20-6 ヵ月
円ライボー×2 6,203,440 9,500,000

ロイヤルバンク・オ
ブ・スコットランド 平成18年 2 月 2 日 2.0 平成38年 2 月 2 日 4.11 前回利率+0.20-6 ヵ月

円ライボー×2 11,646,880 16,000,000 

ドイツ復興金融公庫 平成18年 3 月28日 1.5 平成38年 3 月28日 5.50 前回利率+0.30-6 ヵ月
円ライボー×2 12,663,750 14,250,000 

合　　計 ─ 8.5 ─ ─ ─ 44,956,100 ─

※早期償還となった債券です。
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○
町
職
員
（
事
務
職
）
募
集

職
種　
事
務
職
／
若
干
名

試 

験
日
程　

�

１
次
試
験　
９
月
21
日（
日
）

教
養
試
験
・
適
性
検
査

　
　
　
　
　

�

２
次
試
験　
10
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
　
作
文
試
験
・
口
述
試
験

受
験
資
格

　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

　
た
だ
し
、
①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な

い
人
、
②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

試
験
会
場　
町
中
央
公
民
館
（
都
窪
郡
早

島
町
前
潟
240
番
地
）
ほ
か

☆
職
場
見
学
を
８
月
22
日
（
金
）
ま
で
随

時
受
け
付
け
ま
す
。
総
務
課
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

○
町
職
員
（
幼
稚
園
教
諭
）
募
集

職
種　
幼
稚
園
教
諭
／
若
干
名

試
験
日
程

１
次
試
験　

�

９
月
21
日
（
日
）　

教
養
試

験
・
適
性
検
査
・
専
門
試
験

２
次
試
験　
10
月
26
日
（
日
）　

作
文
試

験
・
口
述
試
験
・
実
技
試
験

受
験
資
格

　
昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
55
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
幼

稚
園
教
諭
免
許
状
を
有
し
、
申
込
時
点

に
お
い
て
幼
稚
園
教
諭
（
講
師
）
と
し

て
ク
ラ
ス
担
任
の
実
務
経
験
が
５
年
以

上
あ
る
人

　
た
だ
し
、
①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な

い
人
、
②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

試
験
会
場　

　
町
民
総
合
会
館
ゆ
る
び
の
舎
（
都
窪

郡
早
島
町
前
潟
370

－

１
番
地
）
ほ
か

○ 

町
職
員（
事
務
職
・
幼
稚
園
教
諭
）

募
集
共
通
事
項

申
込
期
間　

　
８
月
５
日
（
火
）
～
８
月
25
日
（
月
）

８
：
30
～
17
：
15
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）�

郵
送
の
場
合
は
、
25
日
（
月
）
消

印
有
効
。
電
子
申
請
の
場
合
は
、
25
日

（
月
）
中
の
申
請
有
効
。

受
験
案
内
・
受
験
申
込
書
兼
受
験
票
の
入

手
方
法

　
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。
事
務
職
は
総
務
課
窓
口
で
、
幼
稚

園
教
諭
は
学
校
教
育
課
窓
口
で
配
布
し

ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
宛

て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
書
類
が
入
る
大
き
さ
、
120
円
切
手

貼
付
）
を
同
封
し
て
、
総
務
課
ま
た
は

学
校
教
育
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、電
話
、メ
ー
ル
で
の
受
験
申
込

書
な
ど
の
送
付
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

�問　
総
務
課
（
☎
４
８
２
・
０
６
１
１
）

http://w
w

w
.tow

n.hayashim
a.

lg.jp/

教
育
委
員
会　
学
校
教
育
課

（
☎
４
８
３
・
２
２
１
１
）

http://w
w

w
.tow

n.hayashim
a.

lg.jp/

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
共
通
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
共
通
試
験
を
岡
山
県
下
水
道
協
会
主
催

で
実
施
し
ま
す
。

　
申
込
書
、受
験
案
内
は
８
月
４
日
（
月
）

か
ら
上
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。

受 

験
資
格　
試
験
の
実
施
日
に
お
い
て
、

年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人
で
、
一
定
の

実
務
経
験
も
し
く
は
高
校
指
定
学
科
卒

等
に
該
当
す
る
人
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時　
11
月
９
日
（
日
）
９
：
45
～

試 

験
会
場　
岡
山
会
場
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス

岡
山
）、津
山
会
場（
美
作
大
学
）の
２
ヶ

所
で
実
施
し
ま
す
。

受
験
講
習
会

　
次
の
２
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　
津
山
会
場
（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
）

　
　
10
月
８
日
（
水
）
13
：
30
～
16
：
30

　
岡
山
会
場
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
）

　
　
10
月
９
日
（
木
）
13
：
30
～
16
：
30

　
　
10
月
10
日
（
金
）
13
：
30
～
16
：
30

受
付
期
間　

�

９
月
１
日
（
月
）
～
９
月
12

日（
金
）（
土・日
を
除
く
８：

30
～
17
：
15
）

申
・
問　
上
下
水
道
課

　
　
　
　
（
☎
４
８
２
・
０
６
１
７
）

町 
職 

員 

募 

集
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臨
時
職
員
募
集

　
町
役
場
に
勤
務
す
る
臨
時
職
員
（
一
般

事
務
補
助
員
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
詳
細
は
、
総
務
課
で
配
布
す
る
募
集

要
項
又
は
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
臨
時
職
員
募
集

募
集
職
務　
一
般
事
務
補
助
員

募
集
人
員　
若
干
名

応
募
資
格　

�

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴

を
有
し
、パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
）
の
操
作
が
で
き
、

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

人

応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
役
場
総
務
課
へ
提
出

○
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

臨
時
職
員
募
集

募
集
職
務　
一
般
事
務
補
助
員

募
集
人
員　
若
干
名

応
募
資
格　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
助
者
な
し
で

職
務
の
遂
行
が
で
き
る
人

　
　
自
筆
に
よ
る
記
載
、
口
頭
に
よ
る
応

対
、パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）

の
操
作
が
で
き
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る

出
題
に
対
応
で
き
る
人

　
　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有

し
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
交
付
を
受
け
て
い
る

手
帳
の
写
し
を
添
え
て
、
役
場
総
務
課

へ
提
出

○
臨
時
職
員
・
障
が
い
の
あ
る
人
を

　
対
象
と
し
た
臨
時
職
員
募
集
共
通
事
項

職
務
内
容　
案
内
、
受
付
、
事
務
補
助
業

務
及
び
課
内
又
は
庁
舎
内
の
雑
務

勤
務
条
件　
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
８
：

30
～
17
：
15

待　
　
遇　
日
額　
６
，
０
０
０
円
、
健

康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険

雇
用
期
間
は
、
６
ヶ
月
以
内
（
更
新
の

場
合
有
り
）

一
次
選
考　
書
類
審
査

二
次
選
考　
面
接
審
査
、
事
務
適
正
検
査�

９
月
７
日
（
日
）
９
：
00
～

応
募
期
間　

８
月
５
日
（
火
）
～
18
日

（
月
）（
受
付　
土
・
日
を
除
く
８
：
30

～
17
：
15
）

　
　

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
18
日
（
月
）

17
：
15
ま
で
の
到
着
分
有
効

問　
総
務
課 （
☎
４
８
２
・
０
６
１
１
）

　
　

 

〒
７
０
１
―
０
３
０
３　
都
窪
郡
早

島
町
前
潟
３
６
０
―
１

特
殊
詐
欺
被
害
に
注
意
!! 

　
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る
「
特

殊
詐
欺
」
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
中
の
県
内
被
害
額
は
約

11
億
４
，１
５
０
万
円
と
過
去
最
悪
を
記

録
し
、
本
年
も
被
害
総
額
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
じ
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
の
手
口
は
ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
電
話
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺
手
口
の
一
例

　
６
月
23
日
（
月
）
岡
山
市
・
真
庭
市
内

の
70
歳
代
の
女
性
宅
へ
岡
山
県
警
な
ど
を

騙
る
者
か
ら

「
あ
な
た
の
口
座
が
不
正
に
利
用
さ
れ
て

い
る
」

「
銀
行
の
口
座
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
被
害
者
が

金
融
機
関
に
相
談
す
る
な
ど
し
、
被
害
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

被
害
を
防
止
す
る
に
は

　
◇�
留
守
番
電
話
機
能
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
す
ぐ
に
電
話
に
出
る
の
で
は
な

く
、
相
手
を
確
認
し
た
後
、
電
話
に

出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
◇�

「
折
り
返
し
電
話
を
す
る
」
と
言
っ

て
一
旦
切
る
。
相
手
の
ペ
ー
ス
に
乗

ら
ず
に
、
一
度
電
話
を
切
り
ま
し
ょ

う
。

　
◇�

電
話
を
切
っ
た
後
は
、
警
察
や
家
族

な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問　
総
務
課 （
☎
４
８
２
・
０
６
１
１
）

仏  送  り
　　「仏送り」を次のとおり行います。
　　なお、伝染病などの多発する時期ですので、お供え物に食品類はご遠慮ください。
　日時　８月15�日（金）17：30～ 20：00まで

会　場 対象地区
　山川池西側「人間裁判」記念碑付近 矢尾・日笠山・官舎・若宮

　三軒地・消防機庫横 三軒地・久々原
　金田警鐘台横 金田・下野・噂島

　早島小学校補助グランド 上記以外の地区
※お願い　近くの溝や川、池などへお供え物を流さないでください。
　　　　　送り火のたいまつなどはお供えせず、備え付けの缶へ入れてください。

問　環境産業課（☎４８２・０６１５）

HAYASHIMA　2014. 815



人
権
相
談

　

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
差

別
・
体
罰
・
虐
待
・
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
セ

ク
ハ
ラ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
・
誹
謗
・

中
傷
・
家
族
関
係
・
近
隣
関
係
・
不
法
行

為
な
ど�

日　
時　
８
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
９
：
00
～
12
：
00

場　
所　
町
民
総
合
会
館（
ゆ
る
び
の
舎
）

　
　
　
　
２
階
集
会
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
者　
早
島
町
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
日
笠　
淸　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
尾
崎　
照
美

問　
町
民
課 （
☎
４
８
２
・
２
４
８
２
）

お
盆
は
し
尿
の

く
み
取
り
を
休
み
ま
す

　

８
月
13
日
（
水
）
か
ら

17
日
（
日
）
ま
で
、
し
尿

の
く
み
取
り
を
休
み
ま
す
。

　

く
み
取
り
を
希
望
す
る

人
は
、
早
め
に
申
し
込
み

ま
し
ょ
う
。

問　
環
境
産
業
課

　
　
（
☎
４
８
２
・
０
６
１
５
）

避難行動要支援者の
登録調査を行います
ご理解とご協力をお願いします

　町では、地震や大雨、台風な
どの災害に備え、避難行動に手
助けを必要とする人の名簿を作
成します。
　作製した名簿を町と関係団体
が共有しておくことで、災害が発生した際の避難支
援（安否確認、情報伝達、避難誘導など）に素早く
対応することができます。
　名簿には個人情報が含まれることから、対象とな
る人には郵便や民生委員を通じて、案内をしますの
で、登録へのご協力をお願いします。

対象者
・70歳以上のみの世帯
・要介護認定 3～ 5を受けている人
・�身体障害者手帳（1級・2級）、療育手帳（A・B）、
精神障害者保健福祉手帳（1級・2級）の交
付を受けている人

・�自立支援医療受給者証（精神通院）の交付を
受けている人

・�福祉サービス受給者証の交付を受けている人
・�特定疾患医療受給者証の交付を受けている人
・�その他上記に準ずる状態の人

問　総務課（☎４８２・０６１１）

町 総 合 防 災 訓 練
役場サイレン鳴動でスタート

日時　9月28日（日）8：00～

場所　早島小学校など町内各所

　町では、災害に強い町づくりを目指し、毎年９月
に総合防災訓練を実施しています。今年度の訓練は、
大規模地震を想定した避難訓練を自主防災組織や自
治会が参加し、防
災関係機関の協力
を得て行います。
　小学校・中学校・
支援学校などの各
避難所では、講習
会などを開催し、
町民のみなさんの
防災意識の高揚に
努めます。

　今年度の訓練は、午前 8 時の訓練
開始を役場のサイレンで合図し、
災害に備える訓練とします。ご協力をお
願いします。

問　総務課（☎４８２・０６１１）

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ Town Informationまちからのお知らせ
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母
子（
父
子
）自
立
支
援
相
談

　
家
庭
児
童
母
子
（
父
子
）
自
立
支
援
相

談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
女
性
の
相

談
員
が
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日　
時　

�

８
月
１
日（
金
）・
９
月
５
日

（
金
）・
平
成
27
年
１
月
９
日

（
金
）

　
　
　
　
13
：
00
～
15
：
00

相
談
員　
備
中
県
民
局
健
康
福
祉
部　

　
　
　
　
ひ
と
り
親
自
立
支
援
員

場　
所　
町
役
場

内　
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
悩
み
・
相
談

対
応

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問　
福
祉
課　
（
☎
４
８
２
・
２
４
８
３
）

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
、

追
納
制
度
に
つ
い
て

◆
後
納
制
度

　
後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納
め
忘

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人

は
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
の
保
険
料
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
後
納
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限

は
、
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
早
め
に
年
金
事
務
所
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
追
納
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た

り
、
学
生
の
納
付
特
例
や
若
年
者
の
納
付

猶
予
の
適
用
を
受
け
た
人
が
、
そ
の
後
保

険
料
を
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
、
免
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
を
10
年
前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
の

で
、
早
め
に
納
付
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

問　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
（
☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
）

　
　
倉
敷
東
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
４
２
３
・
６
１
５
３
） 

 

　
　
町
民
課
（
☎
４
８
２
・
２
４
８
２
）

児童扶養手当とは
　児童扶養手当は、父母の離婚などで、父又は母と生計
を同じくしていない児童を育成する家庭の生活の安定と
自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目
的として、支給される手当です。

●児童扶養手当を受けることができる人
　次の条件に当てはまる「児童」を養育している父母又
は養育者

　①父母が婚姻を解消した児童
　②父又は母が死亡した児童
　③父又は母が重度の障害の状態にある児童
　④父又は母の生死が明らかでない児童
　⑤父又は母に１年以上遺棄されている児童
　⑥ 父又は母がそれぞれ母又は父の申し立てにより保護
　　命令を受けた児童
　⑦ 父又は母が引き続き１年以上拘禁されている児童
　⑧母が婚姻によらないで懐胎した児童
　⑨ 母が児童を懐胎した当時の事情が不明である児童

※�事例により、手当が支給されないことがあります。詳
細は窓口へ問い合わせてください。

●児童扶養手当の現況届の提出について
　現在児童扶養手当を受給している人は、毎年現況届を
提出することになっています。現況届を2年間提出しな
いと、支給が停止され資格がなくなる場合がありますの
で、次の期間中に手続きを行ってください。
　現況届受付日　８月１日（金）～ 29日（金）
　　　　　　　　（土・日を除く８：30～ 17：15）
※�前年度所得超過などで支給されなかった人も、所得額
の減額などにより支給される場合があります。詳細は
窓口へ問い合わせてください。

●特別児童扶養手当所得状況届の提出について 　　
　20歳未満の精神または身体に障がいを有する児童を家庭
で養育している人には特別児童扶養手当が支給されます。
　受付日　８月11日（月）～９月10日（水）
　　　　　（土・日を除く８：30～ 17：15）
※ただし、次の場合は受給できません。
①児童が障がいを事由に受けることができる公的年金を受給している場合
②児童福祉施設に入所している場合
③�受給者や配偶者などの所得が限度額を超える場合
ご注意ください
※�現在受給中の人、また毎年届を出している人には８月上旬に通知します
が、届を忘れると次回から受給できなくなることがあります。
※�前年度所得超過などで申請しなかった人も、所得額の減額などにより対
象となる場合があります。詳しくは問い合わせてください。

■受・■問　福祉課（☎４８２・２４８３）

 健 康 ＆ 福 祉 ガイド
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食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

食
中
毒
を
防
ぐ
３
つ
の
原
則

「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」

　
食
中
毒
は
、
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
が
食
べ
物
に
付
着
し
、
体
内
へ

侵
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
細
菌
な
ど
を

食
べ
物
に
「
つ
け
な
い
」、
食
べ
物
に
付

着
し
た
細
菌
を
「
増
や
さ
な
い
」、
食
べ

物
や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
を
「
や
っ
つ
け
る
」
と
い
う
3
つ
の

こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
基
本
的
な
方
法
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。８月保健ガイド

知的障がい者相談
問  福祉課 （☎４８２・２４８３）

日時　８月13日（水）
　　　13：00 ～ 15：00
場所　栴檀の家

 こころの健康相談（要予約）
問  福祉課 （☎４８２・２４８３）

日時　８月27日（水）
　　　13：00 ～ 14：00
場所　栴檀の家
※専門医師が相談に応じます。

早島の人の動き
 （平成26年７月１日）

   前月比
 町人口／ 12,262人 （＋16人）
 男　性／ 5,907人 （＋10人）
 女　性／ 6,355人 （＋ ６人）
 世帯数／ 4,716世帯 （＋9世帯）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中な
か

田だ　
　

誠ま
こ
と　

62
歳

（
6
月
6
日
、
片
田
）

半は
ん

田だ　

唯た
だ

志し　

82
歳

（
6
月
15
日
、
舟
本
）

佐さ

藤と
う　

一い
ち

二じ　

92
歳

（
6
月
30
日
、
無
津
）

つけない 増やさない やっつける

洗う！分ける！ 低温で保存する！ 加熱処理！

正しい手の洗い方

手洗いの前に ○爪は短く切っておきましょう
○時計や指輪は外しておきましょう

流水でよく手をぬらした
後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。

手の甲をのばすようにこ
すります。

指先・爪の間を念入りに
こすります。

1 2 3

指の間を洗います。 親指と手のひらをねじり
洗いします。

手首も忘れずに洗いま
す。

4 5 6

問  福祉課 （☎４８２・２４８３）

 Health and Welfare Information
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消 費 生 活 相 談 事 例 の 紹 介

8月24日（日）毎月第４日曜日

7:00～11:00　 町役場西駐車場雨天
決行

主催：NPO法人はやしま楽市
【問い合わせ】NPO 法人はやしま楽市事務局 TEL080-3056-6910 （担当 佐藤）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

風
紋
の
無
数
ア
カ
シ
ア
散
る
無
数�

石
井　

宏
幸

　
　
「
風
紋
」
は
風
に
よ
っ
て
砂
や
雪
な
ど
の
上
に
で
き
る

模
様
。
こ
こ
で
は
砂
の
上
。
風
が
吹
く
た
び
砂
の
上
に
幾

つ
も
の
風
紋
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
風
紋
に
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
の
ア
カ
シ
ア
の
花
が
舞
い
散
る
。
風
紋
と
舞
い
散
る

ア
カ
シ
ア
の
花
の
見
事
な
組
み
合
わ
せ
！

光
か
と
見
紛
ふ
蜻
蛉
生
ま
れ
け
り�

郷
原　

和
美

　
　

草
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
蜻
蛉
の
幼
虫
「
や
ご
」
が
朝

の
日
を
浴
び
な
が
ら
脱
皮
す
る
。
羽
化
の
瞬
間
、
光
と
輝

き
一
匹
の
蜻
蛉
が
生
ま
れ
た
。
美
し
い
命
が
誕
生
し
た
。

せ
め
て
も
の
梅
雨
の
楽
し
み
傘
選
ぶ�

石
井
美
由
紀

　
　

お
百
姓
さ
ん
を
除
い
て
は
、
誰
に
と
っ
て
も
梅
雨
は
う
っ

と
う
し
い
も
の
。
で
も
雨
と
楽
し
く
つ
き
あ
わ
な
く
て
は
！

カ
ラ
フ
ル
な
雨
傘
を
選
ぶ
。
せ
め
て
も
の
梅
雨
の
楽
し
み
。

寂
寞
の
多
重
石
塔
鴨ゆ
き
の
し
た

足
草�

豊
澤　
　

武

迷
路
め
く
上
野
の
森
の
薄
暑
か
な�

矢
部
か
ず
子

草
刈
ら
れ
風
の
駆
け
寄
る
出
入
口�

坪
井　

信
幸

笑
む
だ
け
の
叔
母
に
マ
ニ
キ
ュ
ア
葛
桜�

大
崎　

弘
子

髪
型
も
替
え
て
女
の
更
衣�

佐
野　
　

緑

花
菖
蒲
や
っ
と
一
輪
出
展
す�

筑
後　

道
明

紫
陽
花
の
わ
づ
か
な
彩
を
供
へ
け
り�

滝
沢　

寿
子

一
つ
買
ひ
ひ
と
つ
捨
て
ら
れ
夏
帽
子�

谷
水　

勝
利

目
高
飼
ふ
父
の
遺
せ
し
手
水
鉢�

佐
藤　
　

寛

子
の
意
見
一
つ
取
り
入
れ
茄
子
の
花�

小
川
三
代
子

今
日
も
雨
走
り
梅
雨
か
と
心
憂
く�

青
葉　

恵
子

老
鶯
や
積
み
あ
る
石
も
み
な
仏�

坪
井
日
出
夫

▽
石
井
宏
幸
特
選
三
句

光
か
と
見
紛
ふ
蜻
蛉
生
ま
れ
け
り�

郷
原　

和
美

紫
陽
花
の
わ
づ
か
な
彩
を
供
へ
け
り�

滝
沢　

寿
子

浦
町
の
こ
こ
に
も
古
刹
時
鳥�

坪
井
日
出
夫

▽
早
島
俳
壇
の
ご
案
内

　

＊
毎
月
第
二
日
曜
日
13
時
30
分
よ
り
中
央
公
民
館
で
句
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

＊
俳
句
は
五
・
七
・
五
で
あ
る
こ
と
、
季
語
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
約

束
で
す
。

　

＊
ど
な
た
で
も
十
句
を
用
意
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

＊
問
い
合
わ
せ　

坪
井
（
電
話�

４
８
３
・
２
１
５
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　

筑
後
（
電
話�

４
８
２
・
２
３
３
９
）

見
は
る
か
す
か
ぎ
り
黄
金
の
色
に
熟
れ
揺
れ
ゐ
し
麦
が
刈
り

取
ら
れ
ゆ
く�

岡
本　

稔
子

京
都
に
行
く
と
人
に
は
告
げ
ね
ど
「
老
女
死
す
」
の
情
報
あ

れ
ば
わ
れ
と
思
へ
よ�

川
上　

安
代

梅
雨
晴
れ
の
六
甲
高
山
植
物
園
に
は
日
光
黄
菅
も
小
紫
陽
花

も
咲
く�

篠
田　

邦
子

往
年
の
賑
は
ひ
を
思
ひ
奉
還
町
商
店
街
を
行
き
つ
つ
淋
し�

�

鈴
木　

信
子

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
育
て
て
み
よ
う
水
や
り
も
肥
も
控
目
が
い
い

と
い
ふ
か
ら�

田
中
美
代
子

雨
の
中
ど
く
だ
み
の
花
が
白
白
と
路
地
い
つ
ぱ
い
に
咲
く
を

見
て
通
る�

溝
手　

和
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
芸
歴
五
十
年
高
齢
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も

「
花
魁
」
を
舞
ふ�

安
原　

敏
子

百
観
音
を
巡
り
て
思
ふ
仏
様
は
目
を
細
く
し
て
聞
き
入
れ
給

ふ�

安
原　

知
子

▽
撰
者
詠
草

　

春
寒
き
満
州
に
て
食
ひ
し
草
い
ろ
い
ろ
今
こ
の
あ
た
り
に

見
る
は
藜あ
か
ざの
み

＊
ど
な
た
で
も
「
一
首
か
ら
五
首
ま
で
」
お
持
ち
く
だ
さ
れ

ば
参
加
で
き
ま
す
。

＊
短
歌
会
は
奇
数
月
は
第
三
土
曜
日
、
偶
数
月
は
第
四
土
曜

日
い
ず
れ
も
９
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
で
す
。

＊
講
師　

小
見
山　

輝
氏

＊
問
い
合
わ
せ　

安
原　
（
電
話　

４
８
２
・
１
８
０
８
）

第
458
回
早
島
俳
壇
定
例
句
会
作
品

坪
井　

日
出
夫
選

早
島
短
歌
会
六
月
詠
草

小
見
山　

輝
選

囲碁クラブ例会報告
（６月22日19人参加）

【成績順位】
①川端　進	 ２級　四勝
②中村　行雄　　五段　四勝
▽三勝者　佐藤伊智郎　１級　ほか４人
＊定例会は毎月第４日曜日開催。
＊次回は、８月24日（第４日曜日）
　　　　　９：00～
＊場所　中央公民館　会費　600円
　どうぞご参加ください。

悪質商法に注意

 購入した子犬が１週間で死んでしまった！
【事例】
 ペットショップで子犬を買ったが、１
週間目に死亡してしまった。ペット
ショップでもらった書面は、犬の疾患
について全く書いておらず、説明もな
かった。
　購入代金の半額で代替犬を渡すとい
うが、断りたい。購入代金と２万円の
治療費を返してほしい。

（30歳代　女性）

【アドバイス】
①ペットショップは、販売時に子犬の

病歴、治療歴などの情報を、重要事
項説明書を交付し説明して購入者の
同意のもとに購入契約を結ぶ必要が
あります。

②子犬の健康状態が悪いのを知りな

がら告げなかった場合は、ペット
ショップ側は重要事項の不告知にあ
たります。

③動物病院の診断結果が「死因の病気
は子犬の引き渡し前に存在してい
た」場合は、診断書を添えて契約解
除による購入代金の返還及び治療費
などの弁償を申し出てみましょう。
ペットショップは、都道府県知事な
どの登録を受け、店内の見やすい位
置に掲示することとされています。

　　少しでもおかしいなと思ったら相
談窓口へご相談ください。

問　町役場企画課	 （☎482・0612）
　　県消費生活センター

（☎086・226・0999）
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チ
9月14日日　開場13：30　開演14：00
入場料▶一般2,500　高校生以下1,500円　
　　　　※全席指定

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者福
祉手帳保持者、または、介護保険区分の要
介護1～ 5までの方、及び介添人(手帳また
は、被保険者証保持者1名につき1名)は入
場料が半額となる減免措置があります。

協　力　岡山市／おかやま国際音楽祭
実行委員会／（公財）岡山市ス
ポーツ・文化振興財団

問　ゆるびの舎　（☎４８２・４８００）

打ち上げ花火　800 発！

中はやしま夏まつり備
8月9日土　
※雨天　10日日
16 : 00　おまつり広場開店
17 : 00　開会式

　いよいよ目前！
詳しくは折り込みチラシをご覧ください。

問　生涯学習課（☎４８２・１５１１）

当日はコミュニティバスが
臨時運行します

ルートで奏でる癒しの歌フ No.195“ ゆるび ”WEEKEND コンサート

８月22日金　開場18：30　開演19：00
場　所▶ゆるびの舎・エントランスホール
※入場無料

出　　演　竹内愉美子
内　　容　フルートソロ
演奏曲目　椰子の実、
　　　　　花は咲く　他
問　ゆるびの舎
　（☎４８２・４８００）

リーンウォーキング（児島湖流域清掃
大作戦）にご参加くださいク
わたしたちの手で町をきれいにしよう

　軽いウォーキングを
通じて健康増進に努め
ながら、わたしたちの
手で町をきれいにしま
しょう。

9月7日日
受付７：00 ～　出発時間７：30
集合場所　町役場駐車場
清掃場所　前潟・久々原・下前潟方面

　問　環境産業課（☎４８２・０６１５）

三浦一馬＆大萩康司スーパーデュオ

ケット発売中

んなのスタインウェイ･ピアノリレー
コンサート出演者募集!!み

　あなたもスタインウェイピアノをゆるびの舎文化ホー
ルで弾きませんか？

10月18日土　開場12：30　開演13：00

　　19日日　開場 9：30　開演10：00
会　場▶ゆるびの舎･文化ホール
参 加 費　1組5分間500円
※�1人で5分以上演奏希望の人は、10
分まで演奏可能です。申込みの際、2組分(1,000円)お
支払いください。

参加条件
　①�5分以内であれば何人弾いても構いません。（連弾も可能）
　②�入退場や、楽器などのセッティングも含め、5分間とします。
　③�ピアノ伴奏があれば、他の楽器とのアンサンブルやコーラスで
も可能。

　④�18日、19日どちらか出演日を指定できますが、出演時間は指定
できません。

　⑤�未就学児は保護者同伴。
申込方法
　�参加申込書に必要事項を記入し、参加費を添えて「ゆ
るびの舎」へ申し込みください。
　なお、EメールやFAXでも受付します。
注1）�申し込みは、1人1枚で、演奏者本人、もしくはご家族に限り

ます。
注2）�Eメール、FAXでの受付は到着日の翌日受付分とし、窓口受付

を優先とします。
注3）�Eメールで申込する場合は、必ず「件名、タイトル」に「ピア

ノリレーコンサート申込」と記入し、送信してください。「件名、
タイトル」がないEメールは受付できません。

募集期間　8月23日（土）～ 8月30日（土）　
　　　　　※受付は午前9時から開始します。
募集定員　150組（18日　60組、19日　90組）
　　　　　先着順とし、定員に達し次第受付を終了。
通　　知　�出演者には9月21日（日）までに出演時間など

を通知予定。
問　ゆるびの舎（☎４８２・４８００）
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☆かみしばいのじかん
8月10日（日）　14：00 ～　１階おはなしのへや　
図書館ボランティア　はやしま本だいすきの会
　絵本・紙芝居の読み聞かせや工作などをしています。

☆ストーリーテリング
8月2日（土）　15：00～　1階おはなしのへや
図書館ボランティア　おはなしの会かたつ夢り
　ろうそくを灯してお話を語ります。お話の世界を一
緒に楽しみましょう。

図書館カレンダー	8 月のお休み
4、9、11、18、25、28日
☆ 8/28 は電話対応可☆

問　生涯学習課　（☎４８２・１５１１）

☆図書館文学講座にご参加ください
　岡山ゆかりの人物とその文学作品にふれる連続講座です。

「西行と良寛」（全5回）
8／2(土)・8／23(土)・
9／6(土)
「西行を読む」
　講師　木下　華子　氏
（ノートルダム清心女子大学
文学部日本語日本文学科准教授）

9／20(土)・9／27(土)
「良寛の生涯」
　講師　永安　洋　氏
（元翠松高等学校教頭）
　受講費：500円/5回（希望日のみ受講可）
●定　員　45名　　
●場　所　町民総合会館「ゆるびの舎」２階　研修室
●時　間　14:00~15:30
●要申し込み

☆ 「第 2 次早島町子ども読書活動
推進計画」冊子ができあがりま
した

　�　町は、この計画をもとに子どもの読
書活動を推進していきます。冊子希望
の人は、図書館まで問い合わせてくだ
さい。

図書館だより き氷はじめましたか 観光センターだより

　今年も観光センターの喫茶コー
ナーでかき氷を用意しています。
　中でも新商品『マンゴーすぺしゃ
る』がおススメです。フルーティ
な香りのマンゴーシロップに練乳
をかけ、ミルクのアイスと冷凍マ
ンゴーがのっているマンゴーづく
しのすぺしゃるかき氷です。ぜひ
ご利用ください。

問　観光センター（☎４８０・１５６０）

☆夏の夜のおはなし会
のぞいてみよう! �夜のふ・し・ぎ
と　き　8月29日（金）
　　　　18：30~
ところ　ゆるびの舎　2階
　　　　研修室
参加費　無料
●プログラム
１．�夜の絵本『よるのようちえ

ん』、『よるのどうぶつえ
ん』、『よるのねこ』

２．�ブラックライトシアター　
『ぴかぴかドキドキ』

３．�工作　ダンシング・ホラー
マン!

　　�おうちにあったらもってきてね　はさみ、マジック、
のり、セロテープ

「はやしま本だいすきの会」

マンゴーすぺしゃる 400円

☆おはなしの時間
毎週木曜日　10：30~11：00　1階おはなしのへや
（8月7、14、21日）
　職員による読み聞かせなどをしています。

★ブックスタート★
対 象 者　�平成25年8月生まれ以降の乳児健診対象者。

（町民課で申し込むと、図書館からお知らせ
ハガキが届きます。）

実 施 日　8月5日（火）　13:30 ～
実施場所　乳児健診会場（健康づくりセンター）
＊�ブックスタートについては、図書館に問い合わせる
か、ウェブサイトを参照ください。http://www.
bookstart.net
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12回はやしま俳句大会参加者募集
　不老の道などを散策しての吟行並びに当季
雑詠。

第 投句を楽しもう

9月13日土
　10：00（受付） 12：30（投句締切）

　　　　　　　 15：00（句会終了予定）

会　場▶ゆるびの舎･研修室

投 句 数　5句
選　　者　平�春陽子氏
　　　　　木村�英一郎氏
　　　　　石井�宏幸氏
　　　　　坪井�日出夫氏
賞　　品　（特選句）　
　　　　　選者から色紙･短冊の贈呈
参 加 費　不要（昼食などは参加者で用意）
募集締切　8月31日（ただし、先着40名）

申・問　ゆるびの舎（☎４８２・４８００）

6回児島湾干拓和太鼓フェスティバル
　児島湾干拓ゆかりの地で活動する和太鼓グルー
プによる魂の演奏をお楽しみください。

第 はやしま生涯学習まつり 2014

　
10月26日日　開場13：30　開演14：00
会　場▶ゆるびの舎・文化ホール
入場料▶500円　※全席自由

※�身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者福祉手帳保持
者または、介護保険区分の要介護1～ 5までの人は減免
措置があります。

チケット発売　8月23日（土）9:00 ～
出演団体　�早島イ草太鼓、和太鼓風人、ふじた傳三郎太鼓、

茶屋町鬼太鼓、豊洲如水太鼓
問　ゆるびの舎（☎４８２・４８００）

秋の夕べ仲 茶会と優雅な “ 鼓 ” でおもてなし

9月17日水　開場18：00　開演19：00
会　場▶いかしの舎

※�入館にはお茶券が必要です。前売券500円は8月23日(土)
から「ゆるびの舎」「いかしの舎」で発売します。

囃子演奏会　望月太津友・囃子桜友会
呈茶　裏千家　小野宗生と一門

問　ゆるびの舎（☎４８２・４８００）

光ボランティアガイド募集観 町の魅力をＰＲ

　観光ボランティアガイドの会では、一緒に町の案内を
してくれるボランティアを募集しています。自分たちが
住む町の魅力を多くの人に紹介しましょう。
　主な活動は、町のイベントや祭りに参加して町の歴史
を語ったり、町外や県外の人の依頼で町内を歩いて案内
をしています。
　最近では、花ござまつりで歴史民俗資料館の解説を行
いました。
　町の歴史に詳しくなくても大丈夫。月に１回の勉強会
があるので、早島に詳しくなるチャンスです。
　観光に携わってみたい人、人と話すことが好きな人、興
味のある人はぜひ問い合わせてください。

　問　環境産業課（☎４８２・０６１５）
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ヵ郷用水写真コンクール作品募集
　今年で 2回目となる八ヵ郷用水写真コンクール。9月から
出展作品を募集します。渾身の力作をお待ちしています。

八 9 月から作品を募集

応募受付期間　9月2日（火）～ 9月30日（火）必着
応募作品　
・�撮影対象地域（対象地域詳細はＷＥＢ、チラシ（公民館
などで配布中）をご覧ください）で平成24年10月以降
に撮影され、他のコンテストなどで入賞していないもの
・�カラーまたはモノクロで、サイズは４つ切、ワイド４つ、
A4
・�デジタル技術による合成は不可
・�応募者本人が撮影した作品で、枚数は１人５点まで
応募方法　�所定の応募票（ＷＥＢまたはチラシ）を作品裏

に添付のうえ、右記まで。

賞　�金賞20,000円（1名）、
　　銀賞 8,000円（3名）、
　　銅賞 2,000円相当の
　　　　�賞品（6名）
展　　示　�ゆるびの舎で

10月下旬～
11月上旬頃
を予定

そ の 他　�詳細はコンクールチラシをご確認ください。
主　　催　�はやしま生涯学習まつり実行委員会

問　生涯学習課（☎４８２･ １５１１）

第14回おかやま桃太郎まつりを開催
今年も桃太郎伝説発祥の地、岡山ならではのまつりを開催します。

●納涼花火大会
　約 4,000 発の打ち上げ花火と
仕掛け花火、スターマインでま
つりを華々しく演出。
日時　�8 月 2日（土）
　　　19：30～ 20：30

�（悪天候の場合は、8月 6
日（水）に延期）

場所　旭川西中島河原一帯

　
●うらじゃおどり
　今年で 21 回目を迎えるう
らじゃおどり。市内各所での
演舞やパレード、総おどりで、
夏の岡山はうらじゃ一色に。

●うらじゃパレード・演舞
日時　8月2日（土）
　　　　10：00～17：45
　　　8月3日（日）
　　　　10：00～19：15

　場所　�表町・駅前各商店街、市役所筋、下石井公園ほ
か市内各演舞場

●うらじゃ総おどり
日時　8月 3日（日）20:00 ～ 21:00

　場所　�市役所筋

●ファミリーフェスタ
　キャラクターショーや大道芸、遊具ゾーンなど家族
で楽しめるイベント。
日時　8月 2日（土）11：00～ 17：00
　　　8月 3日（日）10：00～ 14：00
場所　さん太広場（山陽新聞社ビル〈北区柳町 2丁目〉）
※交通規制について
　8月 2日（土）は、18 時 30 分～ 21 時 30 分の間、旭川西中
島河原付近一帯。（県庁東側道路（相生橋～新京橋）のみ 22 時
30分まで）
　8月 3日（日）は、13時 30分～ 21時 30分の間、市役所筋（下
石井１丁目交差点～大供交差点）の交通が規制されます。
　当日は、大変混雑が予想されますので、できるだけ公共交通機
関をご利用ください。
　JR北長瀬駅前には無料駐車場（約 2,500 台）が有ります。
※花火大会開催時の臨時列車・バスの運行について
　8月 2日 ( 土 ) の納涼花火大会開催時には、JR各線、各社路線
バスなど臨時便の運行を予定しています。詳しくは、各社ホーム
ページなどでご確認ください。
 問　観光コンベンション推進課

（☎０８６・８０３・１３３２）

岡山市
との

紙面交流
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こどもガイド
For Children

Hello Babies
こんにちは赤ちゃん 6月生まれの赤ちゃん

柏
かし
﨑
ざき
　湊
みな
斗
と
ちゃん

男の子（6月1日・金田）
父・利彰、母・明美

藤
ふじ
澤
さわ
　実

み
央
お
ちゃん

女の子（6月12日・前潟）
父・良一、母・ひとみ

大
おお
森
もり
　佑
ゆう
哉
や
ちゃん

男の子（6月17日・長津・畑岡)
父・竜次、母・理恵

市
いち
橋
はし
　葵
あおい
ちゃん

女の子（6月19日・舟本)
父・晃、母・聡美

岡
おか
　律
りっ
慶
けい
ちゃん

男の子（6月19日・頓行)
父・健朗、母・有起

梅
うめ
岡
おか
　祐
ゆう
芽
が
ちゃん

男の子（6月23日・前潟）
父・祐希、母・彩佳

賀
か
門
もん
　彩

あ
未
み
ちゃん

女の子（6月23日・舟本)
父・司、母・理恵

坪
つぼ
井
い
　蒼
あお
葉
ば
ちゃん

女の子（6月23日・舟本)
父・一洋、母・よし美

山
やま
下
した
　蒼
あお
偉
い
ちゃん

男の子（6月24日・若宮)
父・育巨、母・亜矢

漆
うるしだに
谷　知

ち
波
なみ
ちゃん

女の子（6月25日・市場)
父・貴浩、母・幸恵

漆
うるしだに
谷　実

み
波
なみ
ちゃん

女の子（6月25日・市場)
父・貴浩、母・幸恵	

岡
おか
野
の
　湊
みなと
ちゃん

男の子（6月27日・長津・畑岡）
父・真幸、母・舞

For Health
保健情報

予防接種はお子さんの健康状態の良い時に受けましょう！

◎麻しん・風しん混合ワクチンの予防接種
　平成26年度の対象者
　　第１期　生後12ヵ月～ 24ヵ月未満の児
　　第２期　５歳～７歳未満で小学校入学前の１年間にある年長児
　　以前に麻しんと風しんの単独予防接種を受けたお子さんも、混

合ワクチンの接種対象になります。

◎二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種
　　小学６年生のお子さんは、二種混合の予防接種の対象年齢（11

歳～ 13歳未満）になります。

◎日本脳炎の予防接種
　　現在は、新たなワクチンが開発され、日本脳炎の予防接種を通

常通り接種できるようになっています。まだ接種していない人は、
早めに接種することをお勧めします。

【特例措置対象者】
　平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの人は、接種時20歳未満であれば、
日本脳炎の不足回数分を無料で接種することができます。
※ すでに１期接種を１回または２回受けた人は、前回の接種から接種間隔が開い

ていても差し支えないので、（６日以上の間隔をおいて）残りの回数を接種して
ください。
　既に必要回数（４回）の接種が完了している人は接種する必要はありません。

≪予防接種の受け方≫
１ ．かかりつけの医療機関で、受けようとする予防接種の接種日時

など確認し、直接予約して接種してください。
２ ．予防接種予診票は、医療機関に備えてありますので、直接受診

してください。
《持っていく物》
・母子健康手帳／健康保険証／小児医療費受給資格者証

問　福祉課（☎４８２・２４８３）

8月こども保健ガイド
場所　ゆるびの舎・健康づくりセンター
問　福祉課・保健師（☎482・2483）

	保育相談
日時　5日（火）10：00 ～ 10：30（受付）
対象　就学前の乳幼児
内容　身体計測、栄養相談、歯科相談など
　　　※母子健康手帳をご持参ください。

	乳児健診
日時　5日（火）13：30 ～ 14：00（受付）
対象　4・7・9・12 ヵ月児
内容　身体計測、内科診察、栄養相談、歯科相談など
　　　※ 母子健康手帳・問診票をご持参ください。

 ３歳児健診
日時　21日(木) 13：30 ～ 14：00（受付）
対象　平成22年12月～平成23年2月生まれ
内容　身体計測、尿検査など、内科診察、歯科診察
　　　発達相談、栄養相談、歯科相談など
　　　※対象者には個人通知します。

	育児学級（4～ 5ヶ月児）
日時　28日（木）10：00 ～ 12：00
対象　4 ～ 5 ヵ月児とその保護者
内容　離乳食（初期）の進め方、作り方と試食
　　　※対象者には個人通知します。

 母親学級	 	場所��オアシス早島�　
日時　26日(火）10：00 ～ 13：00
対象　妊娠5 ～ 8 ヵ月の方
内容　妊娠、出産、育児に役立つ情報、保健サービス

の紹介、妊娠中の食生活、歯の健康、貧血予防
　　　減塩食の調理実習
　　　※対象者には個人通知します。

河
かわ
原
はら
　瑞
みず
樹
き
ちゃん

男の子（6月28日・舟本)
父・卓也、母・千恵子

貝
かい
原
はら
　悠
ゆう
太
た
ちゃん

男の子（6月30日・片田)
父・竜也、母・美佳

赤ちゃんの写真を掲載しませんか？
詳細は企画課（☎482・0612）へ。
kikaku@town.hayashima.lg.jp
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こどもガイド
For Children

利用できる人　0歳から18歳までの子ど
もとその保護者／子どもの健全育成活
動を進めている団体など

休館日　毎週火曜日・国民の休日
開館時間　１０：00 ～１７：00

問い合わせ先　早島児童館
　TEL/FAX	483-2358
　早島町早島1297−１（早島小学校の北隣）
※駐車場はトマト銀行の北側にあります。
　自転車で来る人は小学校正門前の土
壁の前に止めてください。

はやしま児童館
だより

〒701-0304
都窪郡早島町早島4849−1
かんだ保育園内　☎480-0580　
E-mail:k-shien@kurukuru.or.jp
開 園 日　月～土曜日

利用時間　10：00～ 16：00
お 休 み　日・祝・年末年始
＊	上記以外でも園行事の関係でお休み
になることがあります。詳細につい
ては気軽に問い合わせてください。

かんだ子育て支援センター
あそびのひろば

4日（月） 10：30～ おはなしなあに

5日（火） 10：00～ おそとであそぼう

6日（水）
10：00～
定員8組

（要申込）
にこにこ赤ちゃん1回目

7日（木） 13：30～ 赤ちゃんサロン
対象　1歳半までの親子

18日（月）
10：00～
定員8組

（要申込）

作ってあそぼ
「ペットボトルで手作りおもちゃを作ろう」
500ml以下のペットボトルを持って来てね。

19日（火） 10：00～ おそとであそぼう

20日（水）
10：00～
定員8組

（要申込）
にこにこ赤ちゃん2回目

21日（木）
10：00～
定員8組

（要申込）
子育てハッピー講座

「いやいや期をどうのりこえる？」

25日（月） 10：30～ わらべうた

26日（火） 10：00～ おそとであそぼう

児童館からのお知らせ
遊戯室の建て替え工事中です。遊ぶ場所や遊具の利用の制限など不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

○絵本タイム
４日・11日・18日・
25日（月）
14：00～ 14：30

小学生対象 ３冊ほどの絵本や紙芝居などを読んでいます。ゆったりと聞きに来ませんか。

★	押し花でフォトフ
レームを作ろう

３日（日）
10：30～ 11：30 小学生以上

参加費　200円
難波光子氏の指導で、いろいろな押し花をアレンジして、きれいなフォトフレームを
作ろう。

★けん玉教室
６日（水）
10：00～ 10：45
10：45～ 11：30

どなたでも
森岡雅夫氏の指導で、けん玉を楽しく練習しましょう。初心者向けの教室です。城山
学級の小学３年生の人と一緒に練習します。学年に関係なく参加できます。好きな時
間帯に申し込みをしてください。

★	作って遊ぼう「の
ぼり人形を作ろう」

７日（木）
10：30～ 11：30 小学生以上

定員　16名
厚紙に好きな絵を描いたり切ったりして作った人形が、左右の糸を引くとのぼってい
くよ。自分の好きな絵を考えて来てね。見本は児童館にあります。

★	オセロ大会 ９日（土）
14：00～ 15：00 どなたでも オセロの好きな人、トーナメントで対戦しませんか。ルールのわかる人ならどなたも

参加できます。友だちも誘って参加してね。

★	ぞうさんクラブ
「水鉄砲作り」

16日（土）
10：00～ 12：00 ３歳以上

参加費　無料
青竹をのこぎりで切って、よく飛ぶ水鉄砲を作ります。みんなで楽しく遊ぼう。帽子、
水筒、タオル、着替えを持って来てください。足元が水でぬれるのでサンダルがある
人は、はいて来てね。場所は地域福祉センター（オアシス早島）１階中庭です。申し
込みは早島町社会福祉協議会（TEL ４８２−３０００）までお願いします。

○銭太鼓 20日（水）
10：30～ 11：30 どなたでも 児島稗田地区の銭太鼓有志の銭太鼓に合わせた歌やマジックショーなどを楽しみましょ

う。場所は小学校の体育館ですので、自由にご参加ください。

★	作って遊ぼう「紙
皿でコマを作ろう」

21日（木）
10：30～ 11：30 小学生以上

定員　16名
一枚の紙皿を切ったり折ったりして、よく回るコマを作ろう。友だちとコマずもうを
して遊んでも楽しいよ。見本は児童館にあります。

○マジックショー 22日（金）
13：30～ 14：10 どなたでも ボランティアサークル「メルシー」のお兄さんたちの不思議なマジックやジャグリン

グなどを楽しみましょう。場所は小学校の体育館ですので、自由にご参加ください。
★	はやしま朗読ボラ
ンティア福来朗

24日（日）
10：00～ 10：45 どなたでも ゆったりと、絵本やことば遊びなどを楽しみませんか？友だちや家の人といっしょに

ぜひ聞きに来てください。

★…要申し込み（就学前の幼児は保護者同伴）

★にこにこ赤ちゃん〈2回で１つのコースです〉
6日（水）、20日（水）10：00 ～
対　象　1歳までの赤ちゃん（８組　要申込）
参加費　200円（資料代）
おしゃべりしながら、情報交換！
子育て仲間つくりましょう♥バスタオルを持ってきてね。

★育児情報ダイヤル　☎４２８・７
な
８
や
６
む
７
な

約２分少々の育児情報が24時間流れています。

★一時保育（要事前登録）
　お子さんのお世話ができない時、一時的にお預かりします。
	早島保育園　　直通電話　（☎４８６・１２３１）
	かんだ保育園　直通電話　（☎４８０・１４８９）

　　　　　詳しくは各保育園に問い合わせてください。
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まちかど情報  Information

　

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
備
中
は
や
し
ま
夏
ま
つ
り
「
お
ま
つ
り

広
場
」
に
出
店
し
ま
す
。

　
や
き
と
り
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
・
飲
み

物
を
提
供
し
ま
す
。

◇
会
員
募
集
中

��

女
性
―
清
掃
、
草
取
な
ど
屋
外
軽
作
業
者

　
男
性
―
清
掃
、
屋
内
外
軽
作
業
者　
　
　

◇
今
月
の
入
会
説
明
会

日　
時　
８
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
13
：
30
～
14
：
30

場　

所　

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
務
所（
ト
マ
ト
銀
行
裏
）

◇
お
盆
休
み　

　
８
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）

■
岡
山
労
働
局
委
託
事
業　
シ
ニ
ア
ワ
ー

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
募
集
（
受
講
料

は
無
料
）

講
習
名　
家
事
援
助
講
習　
ほ
か

募
集
期
間　
８
月
18
日
～
９
月
２
日

講
習
期
間　
９
月
16
日
～
９
月
26
日

講
習
日
数　
８
日

会　
　
場　

�

岡
山
市
北
区　
岡
山
県
総
合

福
祉
会
館

詳
し
く
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で

申
・
問　

 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
所

７
０
１－

０
３
０
４

早
島
町
早
島
１
２
９
１－

７　
　
　

☎
４
８
０
・
０
３
３
５

Ｆａ
ｘ
．４
８
０
・
０
３
３
７

hayashim
a@

sjc.ne.jp
　

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う

　

防
災
教
育
講
演
会

演
題　
「
災
害
に
備
え
、
わ
た
し
た
ち
が

す
べ
き
こ
と　
～
過
去
の
災
害
か
ら
の

教
訓
～
」

　
地
域
の
避
難
所
が
あ
る
学
校
や
地
域
が

ど
う
連
携
を
と
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、

家
庭
や
学
校
に
い
る
社
会
的
に
支
援
の
必

要
な
人
た
ち
が
災
害
に
ど
う
備
え
を
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
、
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
具
体
的
な
お
話
で
す
。

日　
時　
８
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
13
：
30
～
15
：
00

場　
所　
ゆ
る
び
の
舎　
文
化
ホ
ー
ル

講　
師　

�

共
立
女
子
大
学　
看
護
学
部

　
　
　
　
小
児
看
護
学
教
授　

　
　
　
　
加
藤�

令
子�

氏

参
加
費　
無
料

主　
催　
県
立
早
島
支
援
学
校

申　
込　
８
月
６
日
（
水
）
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当

日
連
絡
も
可
）

申
・
問　

 

岡
山
県
立
早
島
支
援
学
校

☎
４
８
２
・
２
１
３
１

Ｆ
ａ
ｘ 

４
８
２
・
２
１
３
０

hayasim
a20@

pref.okayam
a.jp

担
当　
西
江

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
相
談
を

　

お
受
け
し
ま
す

相
談
専
用
電
話　

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

受
付
期
間　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
　
　
　
　

�(

※
日
曜
、
祝
日
、
８
月
10

日
～
８
月
17
日
、
12
月
27
日

～
１
月
４
日
を
除
く
）

時　
　
間　
平
日
・
土
曜
日　

　
　
　
　
　
10
：
00
～
17
：
00

●
相
談
無
料　
●
匿
名
可　
●
秘
密
厳
守

問　

(

公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５－

０
０
１
２

都
内
港
区
芝
大
門
２－

10－

12

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

 夏季の水難事故を
 防ごう
　海辺やプールが恋
しくなる季節の到
来。海や川、プール
などで遊ぶ機会が増えてくる時期です。
しかし一方で毎年全国で水難事故に遭わ
れる人が多くいます。

【保護者の皆さんへ】
目を離さない

　小さなお子さんは、少し目を離した隙
に見失ってしまう可能性があります。目
を離さないようにしましょう。

急激な水位の変化に注意
　川遊びに注意！天気が良く流れが緩や
かに見えても川の上流で天気が悪かった
り、ダムの放流があれば一気に川の水位
が上がってしまいます。自分が居る場所
の天気が良いからといって、油断しない
ようにしましょう。

いざという時の準備
　いざという時に浮き輪など水の中でつ
かまることのできるものがあれば溺れて
いる人を救助しやすくなります。
　浮き輪などがない状態で自分が溺れて
いる人を救助することは非常に危険です。
　溺れている人は必死であり、救助しよ
うとする人にしがみつき両者が危険な状
態になる可能性があります。

遊泳禁止場所での注意
　遊泳禁止場所では絶対に遊ばないよう
にしましょう。

複数人で遊ぶ
　海、川などで遊ぶ場合はなるべく複数
人で遊ぶようにして、お互い注意しあい
ましょう。

　問　倉敷警察署　地域課　
　　　（☎０８６・４２６・０１１０）
　　　（内線 291）
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まちかど情報  Information

　

難
病
総
合
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

難
病
の
た
め
自
宅
で
療
養
し
て
い
る

人
々
に
対
し
て
、
専
門
医
な
ど
に
よ
る
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。料
金
は
無
料
で
す
。�

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
16
日
（
火
）　

　
　
　
受
付
時
間　
13
：
00
～

場
所　
総
社
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
（
総
社

市
中
央
１
─
１
─
３
）

内
容　
神
経
系
、膠
原
系
、整
形
外
科
系
難

病
の
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
で

す
。
併
せ
て
リ
ハ
ビ
リ
、
歯
科
、
栄

養
、保
健
福
祉
相
談
も
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
26
日
（
火
）

申
・
問　

 

岡
山
県
備
中
保
健
所　
保
健
課　

保
健
対
策
班

（
☎
０
８
６
・
４
３
４
・
７
０
２
４
）

　

首
都
圏
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　

取
扱
商
品
を
募
集
中
！

　
東
京
・
新
橋
に
今
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「
鳥
取
県
・
岡
山
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」

で
取
り
扱
う
岡
山
県
の
商
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
応
募
で
き
る
の
は
岡
山
県
内
に
本
社
又

は
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
製
造
・
加
工
・

販
売
事
業
者
で
、生
鮮
品
は
県
内
で
生
産・

収
穫
さ
れ
た
も
の
、
加
工
食
品
及
び
非
食

品
は
県
内
で
製
造
・
最
終
加
工
さ
れ
た
か

県
内
産
の
原
材
料
を
使
っ
て
い
る
も
の
な

ど
に
限
り
出
品
で
き
ま
す
。

問　
岡
山
県
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
室　
　

（
☎
０
８
６
・
２
２
６
・
７
３
６
５
）

�　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

　

全
国
強
調
月
間
で
す

　
～
考
え
よ
う
　
み
ん
な
で
解
決
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
方
領
土
～

　
北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返
還
の
た
め

に
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
こ
の
問
題
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
、
世
論
を
結
集
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問　
岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県

民
会
議

（
事
務
局
：
岡
山
県
総
合
政
策
局
公
聴
広

報
課
内
）

（
☎
０
８
６
・
２
２
６
・
７
１
５
８
）

健康につながる
ヴォイストレーニング

●ヴォイトレの効果
・誤

ご
嚥
えん
の予防に

・若さを保つために
・�ストレス発散に
　まずは昔懐かしい童謡・唱歌で基本練習。
調子がでたら新曲の歌謡曲で総合練習。
　ヴォイストレーナー松原徹がおくる元気
が湧く歌の健康講座。ぜひ体験ください。
日　時　�8 月 26 日（火）13：00受付開始
　　　　13：30～ 15：00
　　　　（毎月第 4火曜日）
会　場　ゆるびの舎練習室
参加費　500 円（別途資料代 20円）
問　トコトコオフィス

（☎０８６・２５０・６５９０）

今月の情報 Pick up! はやしまふれあい講座に
　　　　　　　　ご参加ください

●日　　時　8月31日（日）　会場／10：30　開演／11：00～
●場　　所　中央公民館多目的ホール　定員150名　
●演 奏 者　倉敷ジュニアフィルオーケストラ講師
●申込締切　8月28日（木）まで
●今後の予定
開催日 時間 講座名 講師 開催場所

9月19日（金）���8：30～
ウォーキング�
地域を知る
「事業所見学」

東邦薬品�ＴＢＣ岡山�
統括課長�宮地俊輔�氏

中央公民館
（集合）

10月�4日（土）14：00～ 健康講座
「健康と音楽」

川崎医療福祉大学
リハビリテーション科�
田中順子准教授

ゆるびの舎
２階研修室

問　町民活動支援センター（中央公民館内） （☎４８２・３７７１）
　　NPO法人ふれあいネットはやしま・渡辺

（☎０９０・４１４５・２３７４）
□「ふれあいネットはやしま」では賛助会員を募集中！
　　賛助会費　個人、団体ともに１口１,000円
※あわせて会員も募集中です。詳しくは問い合わせてください。

8月の
講座 音楽観賞会

 第５回早島町民
 グラウンド・ゴルフ大会開催案内
団体戦と個人戦の部があります。
受付日時　８月５日（火）６日（水）７日（木）　

９:00 ～ 12：00厳守
日　　時　９月22日（月）
　　　　　（雨天９月29日（月））
場　　所　矢尾グラウンド・ゴルフ場
資　　格　町在住者
大会内容　団体戦　４名１チーム
　　　　　個人戦　個人で順位決定
� 申し込み時に抽選で部を分け

ます。
１部 ８：00集合 ８：30ゲーム開始
２部 10：30集合 11：00ゲーム開始
３部 13：30集合 14：00ゲーム開始

参 加 費　200円（但し年間パスポート無
い場合は　500円）

■申　町中央公民館　町民活動支援センター
■問　　実行委員会　磯山

（☎０９０・７９７４・０２３８）
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まちかど情報  Information

　
防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

来
春
入
隊
の
「
航
空
学
生
」「
一
般
曹

候
補
生
」
並
び
に
「
自
衛
官
候
補
生
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

試
験
日
（
※
は
２
次
試
験
あ
り
）

　
航
空
学
生
※　
9
月
23
日
（
火
）

　
一
般
曹
候
補
生
※

　
　

�

9
月
19
日（
金
）・
20
日（
土
）の
1
日

自
衛
官
候
補
生

　
男
子　
9
月
15
日
（
月
）
～
17
日
（
水
）

　
　
　
　
9
月
21
日
（
日
）
～
26
日
（
金
）

　
　
　
　
10
月
3
日
（
金
）
～
5
日
（
日
）

　
　
　
　
右
記
日
程
の
１
日

　
女
子　
9
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

　
　
　
　
の
１
日

受
付
締
切
日　
9
月
9
日
（
金
）

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
倉
敷
地
域
事
務
所

(

☎
４
２
２
・
７
３
５
８)

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/okayam

a

早
島
町
募
集
相
談
員　
黒
田　
澄

早
島
町
早
島
３
９
９
１
─
１
０
９

(

☎
４
８
３
・
０
２
０
８)

　

第
15
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

　

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

作
品
募
集

募
集
期
間　
９
月
９
日
（
火
）
ま
で

対
象
者　
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

テ
ー
マ　
�「

未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」

を
作
品
の
テ
ー
マ
と
し
、
美

し
い
海
の
必
要
性
を
想
像
さ

せ
る
図
画
と
し
ま
す
。

応
募
規
定　
画
用
紙
四
つ
切
（
３
８
０
㎜

×
５
４
０
㎜
）使
用
の
こ
と
。

　
　
　
　
　

�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
・
■応　
水
島
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課　

海
上
環
境
係

〒
７
１
２
─
８
０
５
６　
倉
敷
市
水
島
福

崎
町
２
番
15
号

（
☎
４
４
４
・
９
７
６
９
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

４
４
４
・
９
７
０
３
）

　
担
当　
安
達
、
熊
澤

　

水
稲
共
済
（
一
筆
方
式
）
の

　

被
害
申
告

　
自
然
災
害
ま
た
は
病
虫
害
に
よ
り
３
割

以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
水
田
は
、
被

害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間

　
▽
早
生
種
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
）

　
　
８
月
11
日(

月)

～
８
月
22
日(

金)

　
▽
中
生
種
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
な
ど
）

　
　
８
月
25
日(

月)

～
９
月
24
日(

水)

　
▽
晩
生
種
（
ア
ケ
ボ
ノ
な
ど
）

　
　
９
月
25
日(

木)

～
10
月
24
日(

金)

　
※�

刈
取
直
前
に
被
害
申
告
を
提
出
し
た

場
合
は
、
評
価
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

申
告
場
所

　
町
役
場
環
境
産
業
課

　
倉
敷
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合

　
岡
山
西
農
協
早
島
町
支
店

問　
倉
敷
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合

倉
敷
市
美
和
１
丁
目
13
─
33

（
☎
４
３
０
・
１
７
１
７
）

 いかしの舎  ８月イベント情報
茶房いかしの舎（喫茶）は８月18：00まで営業

 ●８月７日（木）うたごえ喫茶
　　　　　　　　　13：15 〜 14：45　
　　参加費1,500円１ドリンク、お茶菓子付
　　母屋２階

 ●８月８日（金）セルフジェルネイル教室
　　　　　　　　　10：00 〜 12：00　
　　参加費2,300円１ドリンク付き
　　第一展示室

 ●８月12日（火）折り紙教室
　　　　　　　　　10：00 〜 12：00　

参加費1,620円（材料費、1ドリンク代含む）　
第一展示室
※ 初めての人は受講料の内、材料費・
　1ドリンク代のみ負担）

　●８月20日（水）お琴体験教室
　　　　　　　　　10：00 〜 12：00
　　参加費無料　母屋１階
　　幼児〜大人まで、どなたでもお越しください

 ●８月20日（水）笑い文字　初級講座　
　　　　　　　　　10：00 〜 13：00
　　受講料4,500円、教材費1,300円
　　母屋２階

 ●８月24日（日） 親子で夏休みの思い出
づくり！世界にひとつ
だけの手作りオカリナ

　　　　　　　　　10：00 〜 12：00
　　 親子１組2,500円、お子さん1名追加
　　2,000円で、1ドリンクお菓子付き

 ●８月26日（火）うたごえ喫茶
　　　　　　　　　10：00 〜 11：30
　　参加費1,500円１ドリンク、お茶付
　　母屋２階

■申・■問　いかしの舎　（☎４８３・１２４３）

第16回 町民ゴルフ大会
参加者募集
　詳細はゴルフ場へ問い合わせてください。
日　　時　9月 23日（火・祝）
場　　所　岡山ゴルフ倶楽部帯江コース
プレー費　キャディー付　14,700 円
　　　　　セルフ　　　　12,000 円
大会役員　会　長　溝手憲一郎
　　　　　副会長　原　　光俊（敬称略）
主　　催　早島町民ゴルフ大会実行委員会
問　（協賛）岡山ゴルフ倶楽部帯江コース

　　（☎４６２・２３８３）
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Topics

早
島
で
初

昆
虫
ヒ
ラ
ズ
ゲ
ン
セ
イ
見
つ
か
る

ヒ
ラ
ズ
ゲ
ン
セ
イ
は
ツ

チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
科
の

昆
虫
で
、
真
っ
赤
で
鮮
や
か

な
色
彩
が
特
徴
の
甲
虫
で

す
。大
き
さ
は
お
よ
そ
３
㎝
、

ク
ワ
ガ
タ
虫
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
ま
す
。
7
月
5
日
15

時
頃
に
城
山
稲
荷
本
殿
前
で

竹
井
悦
子
さ
ん(

市
場
）
が

見
つ
け
ま
し
た
。

　
倉
敷
市
自
然
史
博
物
館
の

奥
島　
雄
一
学
芸
員
に
よ
る

と
ヒ
ラ
ズ
ゲ
ン
セ
イ
は
ク
マ

バ
チ
の
巣
に
寄
生
し
て
育
つ

が
早
島
で
は
ま
だ
見
つ
か
っ

た
記
録
が
な
い
と
の
こ
と
。
　
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
希
少
種
で
す
。

学
習
習
慣
を
つ
け
て
学
力
の
向
上
を

土
曜
は
や
し
ま
塾
始
ま
る

「
土
曜
は
や
し
ま
塾
」

は
子
ど
も
た
ち
に

学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
て
も

ら
い
、
学
力
向
上
に
つ
な
げ

よ
う
と
6
月
か
ら
開
講
し
て

い
ま
す
。
第
1
回
目
を
6
月

21
日
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

小
学
生
は
100
名
を
超
え
る
ほ

ど
の
人
気
で
し
た
。

　
入
塾
式
で
は
、
中
戸
哲
生

町
長
が
励
ま
し
の
言
葉
を
子

ど
も
た
ち
に
贈
り
、
係
が
学

習
上
の
ル
ー
ル
説
明
を
行

い
、
早
速
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
。「
土
曜
は
や
し
ま
塾
」

に
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
こ
と
で
「
地
域
と

つ
な
が
り　

未
来
を
拓
く　

早
島
っ
子
」
の
育
成
に
つ
な

が
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

た
だ
い
ま
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
。
協
力
い

た
だ
け
る
人
は
、
は
や
し
ま

学
支
援
本
部　

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー　

川
地　
一
紘
ま

で
一
報
く
だ
さ
い
。

問　
は
や
し
ま
学
支
援
本
部

（
☎
４
８
３
・
２
２
１
１
）

災
害
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
優
先
的
に
調
達

町
と
山
陽
ガ
ス
株
式
会
社
が
災
害
協
定
締
結

町
は
山
陽
ガ
ス
株
式
会

社
と
7
月
8
日
、「
災

害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
等

の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定

に
よ
り
、
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
、
町
は
山
陽
ガ
ス

株
式
会
社
か
ら
小
学
校
の
ガ

ス
貯
蔵
施
設
へ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

優
先
的
に
調
達
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
調
印
式
で
中
戸
哲
生
町

長
と
中
村
玲
子
代
表
取
締

役
社
長
が
協
定
書
に
署
名

し
、
災
害
に
備
え
て
日
頃

か
ら
連
絡
を
密
に
す
る
こ

と
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

空
手  

白
蓮
会
館
岡
山
支
部

拳
志
道
空
手　
第
５
回
国
分
寺
杯

２
０
１
４
選
手
権
大
会
に
出
場
！

６
月
８
日
に
総
社
市
き

び
じ
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
し
た
大
会
に

15
名
が
出
場
。
中
学

女
子
軽
量
３
位
に
武

鑓
千
里
さ
ん
、
初
級

女
子
４
年
生
優
勝
、

初
級
女
子
１
年
生
が

３
位
、
初
級
６
年
生
、

中
学
２
年
・
３
年
軽
量

で
３
位
及
び
準
優
勝
。

林 

蒼
真
く
ん
・
佐
藤 

敬
太
く
ん
・
福
島 

茜

さ
ん
・
福
島 

翠
さ
ん
・

佐
藤
咲
笑
さ
ん
皆
が

ん
ば
り
ま
し
た
!!

　
心
身
と
も
に
本
当
の
強
さ

を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

▲子どもたちを励ます中戸町長
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まちの出来事

昆
虫
の
話
に
心
躍
ら
せ
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え
を
体
験

幼
稚
園
園
児
が
早
島
有
機
の
郷
を
訪
問

前
日
ま
で
の
雨
が
上
が

り
、
初
夏
の
風
が
心

地
よ
い
6
月
23
日
、
早
島
幼

稚
園
東
分
園
年
長
児
が
早
島

有
機
の
郷
（
代
表 

織
田 
知

之
氏
）
を
訪
ね
、
貝
原
千
恵

子
さ
ん
（
宮
崎
）
が
語
る
昆

虫
の
話
に
耳
を
澄
ま
し
て
聞

き
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
織

田
さ
ん
、
佐
藤
省
三
さ
ん
ら

の
支
援
を
受
け
て
さ
つ
ま
芋

の
苗
植
え
を
体
験
し
ま
し

た
。

早
島
花
の
銀
行
友
の
会

彩
り
鮮
や
か  

第
27
回
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
展

６
月
７
日
か
ら
20
日
ま

で
、
中
央
公
民
館
で

「
第
27
回
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
57

点
出
品
さ
れ
、
中
央
公
民
館

で
来
館
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
審
査
が
行
わ

れ
、
次
の
方
が
入
賞
し
ま
し

た
。

金　
賞　
安
藤
寿
美
子
さ
ん

　
　
　
　
（
前
潟
）

銀　
賞　
山
田　
経
子
さ
ん

　
　
　
　
（
塩
地
）

銅　
賞　
藤
井　
昭
爾
さ
ん

　
　
　
　
（
若
宮
）

努
力
賞　
井
上
千
恵
子
さ
ん

　
　
　
　
（
若
宮
）

　
ま
た
７
日
に
は
、
花
の
銀

行
友
の
会
顧
問
の
藤
井
昭
爾

さ
ん
（
若
宮
）
が
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
の
質
問
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

全
国
大
会
で
優
勝
し
、
士
気
上
が
る

空
手　
極
真
会
館
宮
崎
道
場
の
活
躍

極
真
会
館
宮
崎
道
場
で

は
4
月
6
日
に
島

津
ア
リ
ー
ナ
京
都
で
行
わ

れ
た
全
日
本
最
強
決
定
戦

２
０
１
４
に
出
場
し
、
安

原　
太
陽
さ
ん
（
舟
本
・
小

5 

初
級
の
部
）
が
優
勝
。

続
い
て
6
月
8
日
に
鳥
取
県

立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
全

山
陰
空
手
道
選
手
権
大
会
に

出
場
し
、
安
原　
美
空
さ
ん

（
舟
本
・
幼
年
の
部
）、
安

原　
海
優
さ
ん
（
舟
本
・
小

3 

初
級
の
部
）、
北
村　
慎

悟
さ
ん
（
中
山
・
小
5 

初

級
の
部
）が
揃
っ
て
優
勝
し
、

大
い
に
士
気
が
上
が
り
ま
し

た
。

地
元
行
事
へ
の
出
演
や
介
護
施
設
へ
の
慰
問
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

早
島
少
年
少
女
合
唱
団
が
善
行
表
彰
を
受
賞

早
島
少
年
少
女
合
唱
団

が
、
一
般
社
団
法
人

日
本
善
行
会
の
２
０
１
４
年

春
季
善
行
表
彰
部
門
で
、
青

少
年
善
行
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
平
成
2
年
の
結
成
以

来
、
地
元
の
行
事
へ
の
出
演

や
介
護
施
設
な
ど
へ
の
慰
問

活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
を

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
町

立
合
唱
団
と
し
て
、
団
で
は

地
元
の
行
事
や
慰
問
活
動
な

ど
を
通
じ
て
今
後
も
音
楽
で

地
域
に
元
気
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
力
を
合
わ
せ
て
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

早
島
少
年
少
女
合
唱
団

対　
象　
４
歳
児
〜
大
学
生

練
習
日　
第
２
を
除
く
土
曜
日

　
　
　
　
15
：
00
〜
17
：
30

練
習
場
所　
中
央
公
民
館

　
9
月
に
は
定
期
演
奏
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▲貝原千恵子さんの虫の話
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Topics

早
島
・
倉
敷
花
ご
ざ
ま
つ
り

多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
う

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
た「
早

島
・
倉
敷
花
ご
ざ
ま
つ
り
」

が
７
月
12
日
、13
日
に
開
催
さ
れ
、

１
３
，０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
13
日
の
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
午
後
持
ち
直
し
、
こ
の

日
も
５
，０
０
０
人
を
超
え
る
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
い
草
製
品
が
格
安
で
販
売
さ
れ

る
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
町

内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ
テ
ン
ト
の

多
種
多
彩
な
商
品
の
中
か
ら
、
自

分
の
お
気
に
入
り
の
商
品
を
品
定

め
す
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
工
会
や
農
協
に
よ
る

屋
台
村
、
花
ご
ざ
手
織
り
技
術
保

存
会
に
よ
る
実
演
や
ミ
ニ
機
体

験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ

る
歴
史
民
俗
資
料
館
の
解
説
、
そ

し
て
早
島
農
業
体
験
協
議
会
に
よ

る
い
草
の
刈
取
の
実
演
や
泥
染
め

も
行
わ
れ
、
我
が
町
早
島
を
支
え

て
き
た
い
草
の
魅
力
を
来
場
者
に

た
っ
ぷ
り
と
紹
介
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

米
づ
く
り
の
苦
労
が
分
か
る

５
年
児
童
が
田
植
え
体
験

6
月
17
日
、
町
役
場
南
の
ノ

ボ
ル
フ
ァ
ー
ム
で
早
島
小

学
校
5
年
生
と
ひ
ま
わ
り
学
級
の

児
童
約
125
人
が
、
田
植
え
体
験
を

行
い
ま
し
た
。「
お
米
を
つ
く
る
っ

て
大
変
だ
わ
あ
」
と
い
う
声
も
。

　
泥
ん
こ
に
な
っ
て
苗
を
植
え
る

貴
重
な
体
験
が
で
き
、
米
づ
く
り

に
つ
い
て
の
理
解
が
よ
り
深
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

　
「
稲
が
大
き
く
豊
か
に
実
っ
て
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
田
ん
ぼ

脇
に
看
板
を
掲
げ
て
収
穫
ま
で
活

動
を
続
け
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
＂
に
ご
協
力
を

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
＂
と
は
、

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
地
域
で
支
え
よ
う
と
す
る
も
の
。

こ
の
運
動
が
始
ま
っ
て
、
今
年
で
64
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　
６
月
25
日
、
保
護
司
や
更
生
保
護
女
性

会
の
メ
ン
バ
ー
6
名
が
中
戸
哲
生
町
長
を

表
敬
訪
問
し
、
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を

生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
行

う
旨
の
法
務
大
臣
の
文
書
を
保
護
司
の
山

﨑
章
五
さ
ん
が
中
戸
町
長
に
手
渡
し
、
協

力
を
要
請
し
ま
し
た
。
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まちの出来事

若
宮
３
世
代
交
流
事
業

さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え

若
宮
の
町
有
地
で
6
月

7
日
、
大
人
28
人
子

ど
も
12
人
が
集
い
、
さ

つ
ま
芋
の
苗
植
え
が

賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
若
宮
自
治
会

と
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
の
3
世
代
交
流
事

業
と
し
て
例
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
こ
の

後
、
水
や
り
や
除
草
、

10
月
に
は
い
も
掘
り
を

し
て
試
食
会
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
女
子

レ
ッ
ド
ト
ゥ
ウ
ィ
ン
ク
ル
の
活
躍

県
予
選
で
第
3
位

早
島
町
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
レ
ッ
ド

ト
ゥ
ウ
ィ
ン
ク
ル
は
、
５
月
10
、
11

日
に
行
わ
れ
た
第
８
回
全
日
本
小
学
生
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
に
出
場
し
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
!!

　
勝
つ
喜
び
を
全
員
で
感
じ
る
事
も
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
糧
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
団

員
募
集
中
、
ま
ず
は
見
学
に
！

　
問　
生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎
４
８
２
・
１
５
１
１
）

倉
敷
署
が
大
谷
池
に
水
難
事
故
防
止
の
看
板
を
取
り
付
け

幼
稚
園
東
分
園
園
児
が
お
手
伝
い

子
ど
も
た
ち
が
水
辺
で

遊
ぶ
機
会
が
増
え
る

夏
を
迎
え
、
倉
敷
署
は
7
月

1
日
、
若
宮
の
大
谷
池
に
水

辺
で
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
を

促
す
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
看
板
（
縦
60
セ
ン
チ
、
横

45
セ
ン
チ
）
は
子
ど
も
が
水

辺
で
遊
ん
で
い
る
絵
と
と
も

に
「
あ
ぶ
な
い
」
と
大
き
く

赤
字
で
書
か
れ
、「
こ
こ
で

は
あ
そ
ば
な
い
」
と
も
書
い

て
あ
り
ま
す
。

　
幼
稚
園
東
分
園
園
児
34
人

と
署
員
ら
計
39
人
が
、
子
ど

も
の
目
線
の
高
さ
に
な
る
よ

う
に
、
池
沿
い
の
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
な
ど
２
か
所
に
取
り
付

け
ま
し
た
。

　

早
島
交
番
所
長
の
山
本　

和
司
巡
査
部
長
が
「
子
ど
も

だ
け
で
池
で
遊
ば
な
い
よ
う

に
」
と
呼
び
か
け
、
園
児
ら

は「
こ
こ
で
は
遊
ば
な
い
よ
」

と
応
え
て
い
ま
し
た
。

塩
津
町
内
会

竜
神
社
広
場
が
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に

塩
津
町
内
会
で
は
、
竜

神
社
広
場
を
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
皆
が
親

し
め
る
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に

し
よ
う
と
平
成
20
年
頃
か
ら

順
次
計
画
を
立
て
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
平

成
22
年
度
に
東
屋
を
新
設
。

　
ま
た
子
ど
も
広
場
等
整
備

費
補
助
金
を
活
用
し
て
昨
年

は
ブ
ラ
ン
コ
、
今
年
は
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
を
新
設
し
、
５

月
18
日
に
は
町
内
会
総
出
で

滑
り
台
の
ペ
ン
キ

塗
り
や
、
東
屋
に

こ
び
り
付
い
た
汚

れ
を
と
る
な
ど
手

入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
も
今
後
大
い
に

活
躍
し
て
く
れ
そ

う
で
す
。
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Topics

宇
宙
船
地
球
号
の
乗
組
員
の
旅
立
ち

は
や
し
ま
国
際
塾
開
講

は
や
し
ま
国
際
塾
は
、
中
学
２
、３

年
生
を
対
象
に
、
国
際
問
題
や

文
化
な
ど
を
学
び
、
幅
広
い
視
野
や
考

え
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
6

月
28
日
に
開
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
企
画
は
早
島
で
は
初
の

試
み
。
参
加
者
は
事
前
申
し
込
み
の
30

名
の
他
に
当
日
飛
び
入
り
も
若
干
名
あ

り
、
こ
れ
に
教
員
、
保
護
者
、
ス
タ
ッ

フ
な
ど
を
加
え
て
合
計
60
余
名
と
な
り

ま
し
た
。

　
第
１
部
の
入
塾
式
で
は
、
外
国
語
指

導
助
手
の
メ
リ
ッ
サ
氏
か
ら
、
英
語
に

よ
る
お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、
第

２
部
「
宇
宙
船
地
球
号
の
出
航
―
君
た

ち
の
舞
台
は
明
日
の
世
界
」
で
は
、
塾

長
の
沖
垣　
達
氏
と
今
西　
通
好
氏
の
実

体
験
と
ユ
ー
モ
ア
も
ま
じ
え
た
対
談
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
栄
養
委
員
か

ら
世
界
の
お
菓
子
の
差
し
入
れ
も
あ
り

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
「
次
回
が
楽
し
み
」
と

の
声
が
あ
が
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
大
い

に
感
激
し
ま
し
た
。

　
国
際
塾
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
民

族
や
習
慣
、
言
葉
は
違
っ
て
い
て
も
、

人
は
互
い
に
理
解
し
合
い
、
共
に
生
活

で
き
る
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
毎
回
、
国
際
経
験
を
持
つ
専
門
家
や

外
国
人
を
講
師
に
迎
え
、
世
界
の
事
情

や
日
本
と
外
国
の
関
係
を
学
ぶ
、
マ
ジ

メ
で
楽
し
い
ミ
ニ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
で

す
。

　
ま
た
、
国
際
塾
の
も
う
１
つ
の
目
的

は
、
世
界
に
羽
ば
た
き
た
い
と
大
き
な

夢
を
持
つ
早
島
の
若
者
に
、
豊
富
な
国

際
経
験
を
持
つ
社
会
の
先
輩
が
協
力
す

る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
視
野
を
広
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
は
や
し
ま
国
際
塾

宇
宙
船
地
球
号
の
出
航
で
す
。
国
際
社

会
に
興
味
の
あ
る
人
。
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
学
校
教
育
課

（
☎
４
８
３
・
２
２
１
１
）

い
か
し
の
舎
の
風
雅
な
た
た
ず
ま
い
に
眼
を
み
は
る

早
島
に
か
つ
て
滞
在
し
た

伝
説
の
書
家
の
足
跡
を
た
ど
る

皆
さ
ん
は
伊
藤　
明め
い

瑞ず
い

と

い
う
幻
の
書
家
を
ご

存
知
で
す
か
。
彼
は
5
歳
の

と
き
に
明
治
天
皇
の
前
で
書

を
書
い
た
神
童
と
も
い
う
べ

き
書
家
で
す
。

　

こ
の
伊
藤　
明
瑞
氏
が
旧

寺
山
家
に
明
治
末
年
、
滞
在

し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
縁
で
涅ね

槃は
ん

図
の
研

究
家
で
著
書
も
あ
り
、
ま
た

〝
伝
説
の
書
家 

伊
藤　
明
瑞
＂

の
記
念
館
を
独
力
で
つ
く
り

顕
彰
に
つ
と
め
る
山
口
市
の

龍
昌
寺
住
職
・
竹
林　
史し

博は
く

氏
が
、
６
月
14
日
い
か
し
の

舎
を
来
訪
。

　
建
物
の
た
た
ず
ま
い
や
使

用
し
て
い
る
材
木
に
眼
を
み

は
り
「
セ
ン
ス
が
違
う
。
品

が
あ
る
。
当
主
が
趣
味
人

だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か

る
」
と
感
心
し
き
り
。

　
ま
た
「
旧
宅
を

改
修
し
て
無
料
で

公
開
し
て
い
る
の

に
敬
意
を
表
す

る
」
と
町
の
取
組

を
評
価
し
て
い
ま

し
た
。

書
家　
伊
藤　
明
瑞
と
は

○
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）　

和
歌
山
県
に
生
ま
れ
る
。

本
名　
宮
本 

正
雄
門（
み

や
も
と 

ま
さ
お
と
）。

○
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）　

明
治
天
皇
の
御
前
で
揮

毫
。「
日
本　
明
瑞
」
の
名

を
与
え
ら
れ
る
。 

○
明
治
36
年
（
１
９
０
３
）　

伊
藤　
博
文
の
書
生
と
な

る
。
こ
れ
以
後
「
伊
藤　

明
瑞
」
の
号
を
使
う
よ
う

に
な
る
。 

○
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）　

兵
庫
県
明
石
市
の
自
宅
で

死
去
。

龍
昌
寺　
伊
藤
明
瑞
記
念
館

山
口
市
阿
東
嘉
年
下

１
３
５
９

（
☎
０
８
３
・
９
５
８
・
０

０
１
６
）
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広報 はやしま
子どもからお年寄りまでみんな笑顔になる
人にやさしいまちの情報誌

P u b l i c  R e l a t i o n s   N o . 1 8 8 1

2014
Aug.8月号

人

が元気  町が元気  ファイン早島早島町健康づくり
推進運動

地域で高齢者を支える仕組みをつくります
始めます！ 地域包括ケアシステム

団塊の世代が全て75歳となる2025年（平成37年）には

75歳以上が全人口の18%に

（出典）総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）　出生中位・死亡中位推計」（各年10月1日現在人口）
（注）％の値は少数第１位を端数処理しているため、全体が100％とならない場合があります。

 

75歳～ 
　597（5%）  

65～74歳  
　892（7%） 

20～64歳    
　7,590（61%） 

～19歳     
　3,249（26%） 

75 

65 

歳 
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20 

            
 
 万人
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万人
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1990年（実績）
平成2年

2013年（実績）
平成25年

2025年
平成37年

2060年
平成72年

総人口
　1億2,361万人 

総人口
　1億2,730万人 

総人口
　1億2,066万人 

総人口
　8,674万人 

75歳～ 
　1,560（12%） 

65～74歳  
　1,630（13%） 

20～64歳    
　7,296（57%） 

～19歳     
　2,244（18%） 

75歳～ 
　2,179（18%） 

65～74歳  
　1,479（12%） 

20～64歳    
　6,559（54%） 

～19歳     
　1,849（15%） 

75歳～ 
　2,336（27%） 

65～74歳  
　1,128（13%） 

20～64歳    
　4,105（47%） 

～19歳     
　1,104（13%） 

団塊世代
（1947～49年生まれ） 

団塊世代
（1947～49年生まれ） 

団塊ジュニア世代 
（1971～74年生まれ）

特　集　　○地域包括ケアシステムの構築に向けて
　　　　○健康づくりは健診（検診）から
　　　　　特定健診・がん検診を受けましょう！

■編集・発行　早島町役場企画課　〒 701-0303 岡山県都窪郡早島町前潟 360-1　TEL 482-0612　FAX 482-3405
■ E-mail  kikaku@town.hayashima.lg.jp　■ URL http：//www.town.hayashima.lg.jp

保育相談 5 日（火） 10：00 〜 10：30 ゆるびの舎・
健康づくりセンター 福祉課　☎４８２・２４８３

教育相談
7 日・14 日

21 日・28 日
（木）

13：00 〜 17:00 ゆるびの舎 学校教育課　☎４８３・２２１１

心配ごと相談・児童相談 12 日（火） 13：00 〜 14：00 オアシス早島 福祉課　☎４８２・２４８３

行政相談 12 日（火） 13：00 〜 14：00 オアシス早島 総務課　☎４８２・０６１１

人権相談 13 日（水） 9 ：00 〜 12：00 ゆるびの舎・
２階集会室 町民課　☎４８２・２４８２

知的障がい者相談 13 日（水） 13：00 〜 15：00 栴檀の家 福祉課　☎４８２・２４８３

夜間納税相談 20 日（水）
21 日（木） 17：30 〜 20：00 町役場 税務課　☎４８２・２４８４

こころの健康相談（要予約） 27 日（水） 13：00 〜 14：00 栴檀の家 福祉課　☎４８２・２４８３

8月の無料相談

　

楽
し
い
夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
夏
休
み
は
気
の
ゆ
る
み
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
ル
ー
ズ
に

な
っ
た
り
、
非
行
の
芽
が
芽
生
え
た

り
し
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
園
学
校

の
生
活
の
き
ま
り
や
注
意
事
項
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
お
知
ら
せ
し
て
、

安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
子
ど
も
た
ち

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
と
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
な
ど
に
園
学
校
で

不
審
な
事
案
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、

「
110
番
」
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
み
ん
な
で
守
ろ
う
★

・
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

・�
早
寝
早
起
き
を
し
て
規
則
正
し
い

生
活
を
す
る
。

・
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
る
。

・
危
険
な
遊
び
を
し
な
い
。

・
健
康
、
安
全
な
く
ら
し
を
す
る
。

●
保
育
園
・
幼
稚
園

�

（
保
育
園
は
夏
休
み
と
い
う
定
ま
っ

た
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

・�

遊
び
に
行
く
の
は
朝
10
時
以
降
に

し
、家
の
人
と
一
緒
に
出
か
け
る
。

・�

夕
方
５
時
ま
で
に
は
家
に
帰
る
。

・�

自
転
車
に
乗
っ
て
出
か
け
な
い
。

・
道
路
や
駐
車
場
で
遊
ば
な
い
。

・�

虫
と
り
や
魚
と
り
、
花
火
な
ど
は

必
ず
大
人
と
一
緒
に
す
る
。

●
小
学
校

・�

朝
10
時
ま
で
は
家
で
勉
強
を
す

る
。

・�

夕
方
６
時
ま
で
に
は
家
に
帰
る
。

・�

遊
び
に
行
く
と
き
は
、
家
の
人
に

「
ど
こ
へ
、
誰
と
、
何
を
し
に
」

行
く
の
か
を
言
っ
て
出
か
け
る
。

・�

町
外
へ
は
、
大
人
と
一
緒
か
、
家

の
人
の
許
可
を
得
て
か
ら
行
く
。

・�

娯
楽
施
設
に
は
、
子
ど
も
だ
け
で

出
入
り
し
な
い
。

・�

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
。

・�

国
道
２
号
線
や
危
な
い
道
で
は
、

自
転
車
に
乗
ら
な
い
。

・�

用
事
が
な
い
の
に
お
店
に
行
か
な

い
。

・�

知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か
な
い
。

・�
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。

●
中
学
校

・�

家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
、
進
ん
で
手
伝
い
を
す
る
。

・�

地
域
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

・�

計
画
的
に
学
習
し
、
苦
手
教
科
の

克
服
に
取
り
組
む
。

・�

無
用
に
繁
華
街
を
う
ろ
つ
か
な

い
。

・�

外
出
時
は
、
行
き
先
、
目
的
、
帰

宅
時
間
、
同
伴
者
な
ど
を
必
ず
家

の
人
に
伝
え
る
。

・�

夜
９
時
以
降
は
外
出
し
な
い
。

・
友
人
宅
へ
の
外
泊
は
し
な
い
。

・�

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
出
入
り
し
な

い
。

・�

ア
ル
バ
イ
ト
は
し
な
い
。

・�

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

・�

無
免
許
運
転
、
飲
酒
、
喫
煙
は
し

な
い
。

■
連
絡
先

　
早
島
中
学
校

（
☎
４
８
２
・
０
１
０
９
）

　
早
島
小
学
校

（
☎
４
８
２
・
０
０
６
３
）

　
早
島
幼
稚
園

（
☎
４
８
２
・
０
０
０
５
）

　
早
島
幼
稚
園
東
分
園

（
☎
４
８
２
・
２
５
８
６
）

　
早
島
保
育
園

（
☎
４
８
２
・
１
１
０
８
）

　
か
ん
だ
保
育
園

（
☎
４
８
０
・
０
５
８
０
）

　
早
島
交
番（

☎
４
８
２
・
０
０
２
５
）

夏
休
み
が
や
っ
て
き
た
！

保
・
幼
・
小
・
中
連
絡
協
議
会
か
ら
の
お
願
い



 日 月 火 水 木 金 土

ごみA地区
矢尾　日笠山　若宮　無津　塩津
官舎　大池　真磯台　市場　備南台
金田　噂島　下野　畑岡

中山　ニュー早島　頓行　小浜　塩地
花町　片田　長津　弁才天　宮崎
舟本　前潟　下前潟　三軒地　久々原

ごみB地区

休日上下水道修理当番店 休日当番医
２日（土）・３日（日）長田建設　☎086・482・2450
９日（土）・10日（日）東洋建設工業
　　　　 ☎086・463・0007　　090・4148・4334
16日（土）・17日（日）田中設備工業
　　　　　　　　　　　　　　☎086・296・2543
23日（土）・24日（日）日進土木　　080・3525・9032
30日（土）・31日（日）早島設備　☎086・420・0077

３日(日)せのお病院（南区妹尾）
☎086・282・1211

10日(日)青木内科小児科医院（南区大福）
☎086・281・2277

17日(日)赤司整形外科医院（北区平野）
☎086・293・3557

24日(日)大橋医院（南区妹尾）
☎086・282・0069

31日(日)かりや内科（北区庭瀬）
☎086・250・2017

7/27 28 29 30 31 8/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

はやしま楽市
7：00～11：00
町役場西駐車場

●教育相談
　13:00～17:00
　ゆるびの舎
●避難訓練
　コンサート
　14:00~
　ゆるびの舎
●固定資産税第2
期、国民健康保
険税第2期分納
期限

備中はやしま夏
まつり
16：00～
南グランド

（雨天　10日）

法律相談
13:00～16:00
町役場

夜間納税相談
17:30～20:00
町役場

はやしま楽市
7：00～11：00
町役場西駐車場

町議会議員
選挙
7：00～20：00
小学校体育館

●教育相談
13：00～17：00
ゆるびの舎

●3歳児健診
　13:30～14:00（受付）
　ゆるびの舎・健康

づくりセンター
●夜間納税相談

17：30～20：00
町役場

“ゆるび”
WEEKEND
コンサート
19:00～
ゆるびの舎・エン
トランスホール

●保育相談
　10:00～10:30（受付）
　ゆるびの舎・健康

づくりセンター
●乳児健診
　13:30～14:00（受付）
　ゆるびの舎・健康

づくりセンター

●心配ごと相談・
　児童相談
　13：00～14：00
　オアシス早島
●行政相談
　13:00～14:00
　オアシス早島

母親学級
10：00～13：00
オアシス早島

こころの健康相
談（要予約）
13：00～14：00
栴檀の家

●育児学級
　（4～5ヵ月児）
　10：00～12：00
　ゆるびの舎健康

づくりセンター
●教育相談
　13：00～17：00
　ゆるびの舎

●人権相談
9：00～12：00
ゆるびの舎・2階
集会室

●知的障がい者相談
13:00～15:00
栴檀の家

仏送り
17:30～20:00
○山川池西側「人

間裁判」記念碑
付近

○三軒地・消防機
庫横

○金田警鐘台横
○早島小学校補助

グラウンド

燃やせるごみ A 燃やせるごみ B  燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 資源ごみ（紙類）

燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 燃やせないごみ A 燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 資源ごみ（金属類）

燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 燃やせないごみ A 燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 

燃やせるごみ A 燃やせるごみ B  燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 

燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 燃やせないごみ B 燃やせるごみ A 燃やせるごみ B 
資源ごみ（びん類・廃
乾電池・水銀入体温計）

資源ごみ（布類、
ペットボトル）

粗大ごみ戸別収集
（イトーピア団地

早 島 分 は 除 く）

燃やせないごみ B
午
後
か
ら

8月
2014

まちのカレンダー

31

教育相談
13:00～17:00
ゆるびの舎

教育相談
13:00～17:00
ゆるびの舎
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